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研 究 報 文 
土壌 生成 作用 の 録 物 学 的 研究 (第 1 報 ) 
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会 員 動 静 既刊 号 の 在庫 目録 大 隅 石 の 新 産出 


新 刊 Sr 
構造 無機 化学 筒 山 良一 著 BBY 青山 信雄 著 


y G&% 

KRMZRU Hs 。 Tucholite の 研究 外 7 件 
岩石 学 及び 基山 学 BRO He Altre 外 4 件 
¢BKK Liberia, Bomi Hill の 鉄鉱 石 外 3 件 
右 油 鍼 床 学 西部 合衆国 に 於 ける continental 

frame-work と 石油 探査 外す 4 件 
窯業 原料 鉱物 合成 雲母 の 研究 (II) 外 2 件 
参 考 科 + 合成 石 准 の 研究 (1) 外 る 2 件 
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傘 報 及び 難 幸 


@ayB FAQ) 田中 収 (長野 県 上 高井 郡 仁礼 村 米子 鉱業 所 ), 三菱 金属 
ARQ (KERERMES ORS), 片田 正人 (川崎 市 久本 町 135, 地質 調査 所 ) 
PRE MERLE, 別 子 鉱業 所 庶務 課 ), SAR SHI, 石田 進 , 端 山 利信, 
山田 四郎 (以上 金沢 大 学 理 学部 地質 学科 ), BRE (福島 県 庁 総 合 開発 調査 局 ), 齋藤 
Y= (東北 大 学 選鉱 銀 錬 研究 所 ), 大 堀 玲 (福島 市 森合 西向 山 3, 福島 県 庁 総合 開発 調 
査 局 開 発 課 ), 光田 武 (山口 市 山口 大 学 理学 部 地学 教室 ), 細井 弘 (秋田 市 西根 小屋 町 
帝 右 秋田 鉱業 所 ), 井上 武 (秋田 大 学 鉱山 学部 地下 盗 源 開発 研究 所 ), 近藤 忠 三 (秋田 
市 保 戸 野原 町 秋田 大 学 学芸 学部 地学 教室 ), UES (秋田 市 北 高等 学校 ), PARE 
(秋田 市 秋田 県 庁 商工 水産 部 鉱 務 課 ), 川尻 散 三 (秋田 県 庁 商工 水産 部 鉱 務 課 ), 日 高 進 
(青森 県 上 北郡 玉 間 林 和 村上 北 鈴 業 所 探査 課 ), BK, 田口 今朝 和男, 竹内 順治 , 立木 省 治 , 
石和 一 夫 , 原 幸司 , PRES, 中 村 二 郎 , (以上 長野 市 西 長 野 町 信州 大 学 教育 学部 ), 
PR (秋田 県 鹿角 郡 小坂 町 小坂 鉱業 所 ), 加藤 太一 郎 SRSA LEASE 
1175), 


(BERUEY ZAAE (福岡 市 窟 崎 小松 町 県 営 ア パー ト 1128) BSR 


(神奈 川 県 高座 郡 大 和 困 中央 林間 ), 佐藤 信男 (新潟 県 東 消 原 郡 三川 本 新 谷 局 区 内 三川 
SRB), HARBOE 、 横 浜 市 稚 見 区 鶴見 町 304), SRE (鹿児島 県 事 木 野市 
下 名 串木野 鉱業 所 ), 立見 辰雄 (RAMS BTA 355), 大 羽入 郎 (福岡 県 飯塚 市 杜 
ノ 森 02), BREA (東京 都 新宿 区 市 ヶ 谷 河田 町 8, 地質 調査 所 鉱床 部 非 金属 課 ), ZR 
田 達 也 (東京 都 港 区 青山 一 丁 上 青山 ア パート 12 号 館 14 号 ), SRK (京都 市 左京 区 吉田 
町 京都 大 学 工 学部 鉄山 学 教室 ), SE (中 華 民 国人 台湾 人 台北 市 松江 路 150 4 29 号 ), 
堀田 敦史 (WE SORA RT GREATS), 戸田 一 美 (鹿児島 県 出水 郡 野田 
村 来 仙 喜 代 子 方 ), 磯 果 赴 夫 (愛知 県 愛知 郡 鳴海 町 大 根 39), ; 

(SB) 中 林 一 孝 , SHIBEME, 中 沢 泰 郎 , 販 島 一 , 中 野 集 

本 誌 刻 刊 歌 の 在庫 目 鉄 バツ ッ ツク ナン バー と し て , 次 の 人 巻 号 が 若 千 部 数 残 つ て いま 
すか ら 御 希望 の 方 は 本 会 宛 御 申 込み 下さ い 。 

DR 2, 3,84, R62 os Gea), 3 & (2, 3, 4, 5, 6), 
Age (15 2, 3, 4, 5, 6), - 538 41512) 3,4, 5p GS), 6 Be (1B), 31 SY, 2h, 

(65) 


5, 6), 32% (5, 6), 34% (1, 2, 3, 4, 5,2), 353% (68), 36 & (1, 2, 3, 
4,5, 6), 37 % (1, 2, 8,.4,,5,:68), ° 


BSRBAIOUT AES 400 円 を 振替 仙台 8825 番 を 用 いて , 至急 御 払 
込み 下さ ぐい 。 谷 前 年 度 迄 の 未納 会 費 に つい て は 既に お 知ら ちせ しま し た か ら , 一 緒 に 御 
払込 み 願 いま す 。 
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+SEE RE OM BAS (第 1 報 ) 
BEBREB 眼 山 の 土壌 に 就 い て I 


Mineralogical studies on the soil genesis (1); The soil of 
Mt. Katasone, Fukushima Prefecture I. 


増井 Y= 一 (Jun-ichi Masui)* 


Abstract: The soil profile on Mt. Katasone, Fukushima I NUN 
consists of the succession, counting from felon, as follows : 

1. Soil derived from granodioritic material, 

2. Soil derived from a mixture of hornblende-gabbroic material and 
dacitic volcanic ash, 


3. Soil derived from a mixture of hornblende-gabbroic material with - 
dacitic and andesitic volcanic ash. 


On the colloidal fractions of 0.2#— and 0. BAL. Ou, studies were made 
by means of chemical analysis, 4-ray powder photograph, differential 
thermal analysis and electron micrograph. 

As the results, it was confirmed that the following clay minerals are 
derived : 

1. Kaolinite from granodioritic material, 

2. Beidellite from hornblende-gabbroic material, 

3. Wydrated-halloysite from dacitic and andesitic volcanic asl. 


I 緒 

C. A. Ross (1927), S.B. Hendricks, W.H:Fry, W.P. Kelley (1929) 
Ab oY) EBEOKEAG ( 径 2u 以下 の 所 語 colloid と 云わ れ て いる も の ) 
中 に 結晶 性 粘土 鉄 物 の 普通 に 存在 する 事 が 指摘 され て 以来 X RRS 
真 ,- 示 差 熱 分 析 或 は 電子 顕微 鏡 GLO aeRO HE & FEIT, 土壌 中 の 
+ ORF AICS NOMADIC EN CR SUT Ht 
FEMI CLD OPEL SII LOM RIT SHAT DN TOS M 
基 の 生成 県 境 と の 関連 性 に 就 い て は 未だ 完全 な 結論 が 得 ら れ て いな い 。 例 
Z\z Hosking tkt—-AhT7VVicReT, 同じ 塩基 性 岩 か ら 有 雨量 の 多い 深 


hill 


脱 の 感 ん な 条件 下 で は kaolinite が 生成 せら れる に 反し , PGE OV ya 


* RASS 
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の 弱い 条件 下 で は 0 巡 生 成せ られ て いる と 報告 し て いる 。 
其 様 に 同一 母 材 で ある に る も 拘ら ず 気 候 条 件 が 異 れ ば 基 の 生成 粘土 鉄 物 の 種 
類 に 差 が 生ずる が , 叉 一 方 導 に 同じ 気候 条件 下 で は 基 の 生成 粘土 鉄 物 が 坪 
| 材 に 依っ つて 異 つ て 来る 事 は 当然 考え られ る 。 

我が国 は 比較 的 多 爾 多湿 と 云う 気候 此 境 を 持ち , 基 の 大 部 分 が 火山 灰 に 
依り 被覆 せら れ , 従 つ て 基 の 母 材 も 決し て 一 様 で は な く , 常に 多少 の 大 山 
NR RE RDN RC SS A 
EOE > GM ZOISER CH Fo 

SLO AH oe RINE A en 
HY % MRE OHRESLRSORM, BAe RAL etmek 
DEMME BIOL, BEE ER ERSRO MO AKIUUKE 0 RAB dD 
ERY, 従 つ て 生成 粘 主 鉱物 の 組成 が 複雑 し た も の と 思わ れる 。 

既に 述べ た 如く 我が国 は 特殊 の 地域 を 除き , 多少 の 差 こ そ あ れ 火 山 灰 の 
PEAR, 純粋 の 試料 を 得る 事 は 概して 困難 で ある 。 有 叉 存在 する と し て . 
"る も 極め て 特別 な 場合 で , 大 部 分 の 山地 土壌 は 母 岩 の 風物 の 他 火 山 灰 を 含 
- Ay 同じ 土壌 断面 に 於 て る 深 さ に より 母 材 を 異 に た する 事 が 多く , HAMM 

DAREN ICEL HOLOLBZENS, 
ARBRE — ERS ON 6 Eh t ROB L OBIE 

する 研究 結果 の 一 部 で , 土壌 生成 に 関与 せる 母 材 の 性 質 を 調べ , Fok wy 
と の 関係 を 明か に せん と し た も の で ある 。 : 


Il 地形 , 地質 及 母 岩 の 性 質 


片 委 根 山 は 福島 県 郡山 市 の 東北 方 約 20. 料 , 毅 越 東 線 船引 町 の 南 に ある 
標高 718.5 米 の 残 丘 で , Bi FAL, 鞍掛 山 等 と 共に 所 調 丘 陵 性 の 阿 
武 隈 準 平原 上 に 突出 する 。 南 北 両 斜面 は 比較 的 急 傾 八 で ある が , 東西 両 人 
面 特 に 東 斜 面 の 令 斜 は 緩 恨 ( 約 15~20°) で , 此 の 部 分 で は 放牧 が 行わ れ 
て いる 。 他 の 矢 面 は 概して 小 雑 森林 に 被 わ れ , 地形 も ATIC ERE Lt & 
SEIECERMS ( HOMES 25° 以上 に 達する 。 

本 地域 の 丘陵 性 山地 は 花 内 関 緑 岩 よ り 成 り , PEO _Lic PSPS GBE REO Fe 
僅 根 山 が 突出 し , 花 賠 関 緑 岩 は 片 骨 根 山 の 閣 粘 岩 体 を 弓 い て 中 腹 附近 包 辻 
出し , 一 部 は 可 成 り 上 方 (標高 640m) に 迄 認め られ る 。 本 試料 採集 地点 の 
RO Ratt, FINGER t Zk EC EMER L ORZDOCHSSs 
ALAS GS : 帯 緑 灰 黒 色 , QR, 完 品質 , SORERERE? aT oH 
FIC, BHA (40%) 及び 緑 褐色 の 角 関 石 (55%) ょ より 成り 僅か に 普通 ー 
BRA, 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉄 等 (等 約 5%) が 認め られ る 。 千 長石 は An% 
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70~80, WRRE-HRRATC, 1.0~2:0mm の 長 柱 状 自 形 乃至 半 自 形 の 
結 品 を 示す 他 , 0. 5mm ARO MOIR B mlx poikilitic structure を な 
UCMEBOGE PRE TOS. AGILE BYE 1.5~ 
2.0mm の 半 自 形 乃 至 自 形 結晶 で , —MCLASRMRBILL TOS AE 
石 と 同様 概して 新鮮 で ある 。 ae 

FSR SEE RIDIUS : 完 品 質 等 料 , eek LLC Bs Hoey 
BOT DT KRYEREREEESTSZAACH ZS. WINE Cle — ie BE 
著しく 砂 状 に 変じ , 場所 に ょ っ つて 其 の 深き 2~3m に も 及ぶ 部 分 が ある が ; 
此 の 風化 帯 は 一 様 で は な くく 度々 此 の 中 に 未 風 化 の 新鮮 な 岩 右 が 突出 する も 
の で あぁ る 。 : 

石英 (20%), ERE (10%), SHG (An% 20~25) (30%), ABE 
(20%), RRB (15%) ERGLEL, 少量 の 磁 鉄鉱 , HA, vray, 
PRBS (ZH 5%) より 成 つ て いる 。 3 


Il] 土壌 断面 の 性 状 及 試料 の 作成 方 法 P 


BIC NO RSH SELL (718.4m) の 南東 斜面 , 標高 640m Osh 
RACRELEDOCHS. RHAMEIEAW 17, 起伏 の 殆 ん ど な い 
巾 ,100m, 長 さ 200m の 傾斜 面 で , 芝草 を 主 と し 基 の 中 に ユー15mm の 雑 
木 を 僅か に 変え , PEL CHA HN CWS, 従 つ て 岩石 の 赴 出 は 全 
VAR ee ER, SE I ee 
BONIS Eh TWD 

LORD NG 2 RULERS 2.3m DREMEL, Oe, 土 性 , 構 
oe een 各層 の 性 質 を 簡単 

< 記す れ ば 次 の 通り で ある 。 

oe (O~20cm) : Big aa. eee Ree BL, 0.5~1.0 
cm OFS PMR CHK OAIACH SZ. 粘着 性 は 殆 ん ど な 
く , 交 石 及 角 関 石 の 黒色 柱状 の 結晶 が 多少 認め ちら れる 。PH3.7。 

No.3 (2044cm) : チョ コレ ー ト 色 を 帯び た 褐色 を 呈し , SLAM 
な 尊 状 構造 が 認め られ, KSEE DW LAL eS. Me L/L TC 
EE a EN 

No.4. (44~74c7) : 黄 福 色 を 時 する が , 上 部 で は 多少 斑点 状 に 帯 チ 
コレ ー ト 褐色 の 部 分 が ある 。 鉱 物 粒子 は 殆 ん と 認め ちら れ な い 。PH6.0。 

No.5. (74~120cn): 淡 鞭 褐色 を 時 し , 多少 料 状 構造 が 認め られ, 下部 


— CHL (So THS.0, > 


No.6. (120~154en) : REHM Ee BL, lem PLO RARE A mad C 


RARE L 2S. BADER EATS 1~2mm OMUEXSRMROBEE (iH 


ete, 


/ 
\ 
» 
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vermiculite に 変じ て いる が , LF RBELMERTNST S) が 僅 か に 認め 。 
られ る 。PHS5.8。 

N.o7. (154~184cm) : #3 Bee BL, 1~1.2 cm の 粒状 構造 が 著 
し い 。lmm 内 外 の 黒雲 母 , 角 図 石 が 多少 認め られ, No:6 に 比較 し 砂 質 と 
な る 0 pH6.3, 


No.8. (184~200cm) : 黄 褐 色 を 時 し , 上 部 で は 多少 水 状 構造 が 認め ら 
れる 。 黒 因 母 及 角 関 石 の 結 品 は 上 部 で は 少 い が 下部 に ゆく に 従い 次 第 に 増 
ML, 石英 の 乳白 色 結 晶 る 認め られ る 。 粧 着 性 は 減少 し , 次 第 に 人 砂 質 に 談 
$4, pH6.3, 

No.9. (200cm+): #882 2L, BES, ABA, BRSOR RRS 
と , @MHEOMAMHL IO RMALEMBEAS AOR CMICAT S. pHs.8, 

採集 試料 は 未 風 覧 の ま ゝ 6%H.O, ice BME EE, No.4,5,6,7, 
8 及 9 は NN-NaOH, No.2 及 3 は N-HCl を 用 いて 夫々 rH8.5 及 5.0 
で 分 散 さ も せ , 沈降 法 と 達 心 分 離 と を 並 用 し て , 0.2>, 0.2~0.5, 0.5+1.0 © 
1.0~2.0, 2.0~20, 20~200 及 200< (単位 応 OESBEO fraction に 


Fig. 1 Mineral composition of fine sand 
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ER ae 


分 離し た 。 Se Le fraction の 試料 は Truog” の 方 法 に 依り 鉄 を 除去 , 
FEANZUEME L 72 18, le benzol Ci Rai L, ERIC 使用 し た も の で 


lV 細 政 の 祭 物 組成 


各層 の 細 砂 (0.2~0.02 mm) を 便宜 上 0.2~0.1 mm 及 0.1~0.02 mm 
の ニ 段階 に 分 け , 更に bromoform (比重 2.9) を 用 い CREE BRE 
- 軽 鉄 物 と に 分 け , 組成 鉱物 を 顕微 鏡 下 に 於 て 定量 的 に 調べ た 。 此 の 結果 は 

第 1 図 の 通り で ある 。 : 
. 本 土壌 断面 中 に 含ま れる 鉱物 は 石英 , 灰 草 長石 (An%15~20), 中 性 長 . 
% (An%45), Kip, a, Be. fb, BULA, eG, 
RR ERSE RBS (RR, FIV KMS) LOKZIOCH 
る 。 BANA BA PKA EIADENAZBRKRAILHEL AW - 

BE: ZIUNShEtBetT spel, ea ee 
する も る の と が 認め られ る 。 No. 97 の 間 で は 基 の 量 約 3.0~5.69%% CHT Hh 
形 の 石英 で ある が , 上 層 h の No. 6~2 に な る と 1 % 前 後に 減少 し , 
殆 ん ど 両 氏 形 石英 で 占め られ て いる 。 此 の 事実 は 後 で 述べ る 火山 斑 璃 肖 右 
等 に 依っ つて る 示さ れる 如く , No. 6~2 に 於 て 酸 隆 の 大 山 性 物質 の 加わ つた 
事 を 暗示 する も の で ある 。 

BBB: 半 自 形 乃至 他 形 の 結晶 で 比較 的 新鮮 な 状態 に ある 。Ar% は 


15~20% の 問 に あり 灰 草 長石 に 相当 する 。 本 鉱物 は No. 9~2 の 聞 の 各 
層 に 含ま れる が , No. 2-7 で は 1~39% に 過ぎ ず , No.6 より 多 消 増加 
LBW 6~10% の 含有 量 を 示し て いる 。 

HERA: BBD ZB AB, 多少 灰色 を 帯び た 未 風 化 新鮮 な 結 曲 で ; 
An%45, 中 性 長石 に 相当 し , No.3 で は 基 の 含有 量 2.5% に 過ぎ な い が ; 
#)ED No:2 で は 約 30% に も 達し 主要 成分 を な し て いる 。 本 鉄 物 は No. 
9~4 で は 全く 認め ちら れ な い 。 

火山 琉 璃 : 不定 形 板 状 或 は 塊状 の 不 規 則 な 形状 を 示し , BEL CPA, 
Ei FST BML, 光学 的 等 方 体 。 屈 控 率 は 1.490 内 外 。 allophane 
に 類似 し て いる が 酸 で 充分 洗 塗 し て いる た めそ の 混入 は 義 えら れ な い 。 
No.7 で 1% 存在 する が 次 第 に 増加 し , Now 5~2 で は 6139。 に 達 す 
Ae 


1) E. Truog, J. R. Taylor, R. W. Pearson, M. E. Weeks and R. W. 
Simonson. ; Soil Sci. Soc. Am. Proc. Vol. 1, 1936, 101 
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YAY Reims LEN epemenes Sees ant 
TRAE ORIRAC, 極め て 多孔 質 小 円 粒子 の 集合 に 似 た 形状 を 示し , Z 
REROBSE A, HRI ARS SORRARKE CINTET So ZR 
Wiz (clove oil 4) Hie LARGE CHANIA ERMEARULSSD 福 黄 
EEL, 概して 円 粒状 非 品質 で ある が , 稀 に 鱗片 状 結 晶 の 集合 より 成る 
る も の が あり リ り , その 伸長 方 向 は 不 規則 で ある 。 選 折 率 は 1.500 ~ 1.540 の 
0, 無名 に 近い る の 程 低 い 。No.6 cK THD TH bn, Nod で 
0 に 達し No.5,4,3 の 主 成 分 を な し No.2 で は 8.2% に 減少 する 。 

ee HSDCR EGF 6 BROGAN: vermiculite 122 Y. SERCH 
。 て る も 黒雲 母 の 性 質 は 全く 失わ れ , KEELER, RHRHAMEZL — 
OCORART, BAN SMROWA (0.00Smm-+) より 成り 。 基 の 屈折 率 
は 新鮮 な 黒雲 母 より 低く 1.547~1.583 の 間 に あ る 。 本 銚 物 は 双 特 に No.4 
~6 に あつ て は 酸化 鉱 に 依り 著しく 被 秦 せら れ て 黄 褐 色 を 旦 る 。No.9 一 
7 で は 42.8~48.896 に 達し 基 の 半ば を 占め る が , No.6 ky Bere 19.7 
Vee Ne oe 2 で 832 や 5.596 と な る 。 


Fig. 2. Qualitative relation between hornblende and biotite 
' in fine sand 


Hornblende 


Biotite 


FEN: 帯 神 線 人 色 乃 至 緑 褐色 の 柱状 結晶 で , 一 般 に 新鮮 で ある が 風化 
の 進み つつ ある も の は 共 の 周囲 が 多少 無名 に 変じ , BENCBO THIER で 
汚染 され て いる 場合 も ある 。 屈 折 率 は «=1.634~1.658, y=1.638~1.672 
で あり 角 関 石本 来 の それ と 殆 選 ど 一 致す る 。 

第 図 で も 明か な 様 に . 本 鉄 物 は 黒雲 母 と 同様 “No.9~6 で は 24.40 
34.6% で 基 の 主 成 分 を な す が , No:5~2 で は 11.0~18.194 に 減少 する 。 
DEL IRGERE 2 OHIAIHUML Ere 4S LOE 人 図 に 於 ける 如く No. より 人 逆 の 


1) AR 


oe a 4 


Patan ik. MOWED Bo He WIE MITA Tic ay te 
示す る の で ある 。 

RUCMESE : AGE AREARO HEDEKE BRE RTO Je 
A, ERE RUBRIC HE (RIC UD BI RR BIL OME B 

FEOCHS. BALAK CH ZAMHERT BRR MORES SC, 屈折 率 | 
は 1.568~1.582 に 低下 し て いる 。 No.9,8,7 に 認め られ , 18359.3% — 
と 上 層 に ゆく に 従い 減少 の 傾向 を 見 せ , 西 も No.6 以上 で は BA ERE 
履い : 

SRR : SEP CL RARE BL, 多 色 性 を 有する RAROGE 
で , 風化 は 全く 受け て いな い 。No.6 ょ り 僅 か に 現われ , No.2 で は 最も 
多く AB% に 達 字 る 。 

RR) Bir ete, GER, 自 形 乃至 半 自 形 の 結晶 で , No.5 

2 の 問 に 僅か 認め ちら れる 。 

EO ee 
を 黒色 録 物 と し て 線 括 し た 。 圭 壌 断面 の 各層 に 僅か 征 ら 存 在 す る 。 

DER RMODABPRR YE BIEL, 本 土壌 断面 の 生成 過程 を 考察 し て みる 
に , No.9~7 に 於 ける 他 形 石英 , 多量 の 黒雲 母 及 角 隊 石 の 存在 は , HOF 
部 の 3 層 が 基 の 母 材 を 花 内 岩 質 岩 石 に あ を ぐ 事 を 示す も の で あり , No.6~ 
2 に 於 ける 両 鐘 形 の 石英 の 出現 , 特に No.5;4,3 の 大 半 を 占め る 浮 石 , 
No.6 及 5 LORD SNARE R BRAD GEIL, No.6, 5, 4, 3,2 
の 和 母 材 の 一 部 が 石英 究 山 岩 の 火 山 灰 に 由来 する る も の で あり , RNOGHS 
上 部 に 於 て 黒雲 母 が 著しく 減少 し て いる に る 拘ら ず 相 対 的 に 角 関 石 の 増加 
が 見 られ (第 2 図 ), No.6~2^ の 粗 砂 中 に 角 図 石 斑 米 岩 の 風 化 途 上 に ある 
軟弱 な 春の 多い と 云う 事実 は , No.6 より ) 下部 で は 石英 安山岩 の 火山 灰 の 
他 に 角 関 石 北 入 岩 の 加わ つて いる 事 を 示し て いる 。 更 に No.3,2 特に No.2 
に 於 て An%45 の 中 性 長石 が 突然 加わ つて を り , it RH, SERRE 
右 及 び 黒 色 鉱 物 が 増加 し , No.2 の 粗 砂 中 に は 多量 の 浮 石 が 見 出さ れる 。 
之 れ は 明か に No.3~2 KRCHEEMAOKIWKA DOr 事 を 意味 する 


る の で ある 。 
即ち 琴 二 壌 断面 は 花 賠 関 緑 岩 質 岩 石 の 風 人 ヒ に 始ま り , Zee tat 
壌 の 生成 が 行わ れ , KEV CHUAN LAV YS 4 FBI be a 2 lb 


Et 4 


ee ad a AL 
(ERIE OKUKOBPBEARATDONKLDCHSo 

以上 の 結果 を 要約 する と 次 の 通り で ある 。 

(No.2 交 石 安山岩 の 火山 灰 , PREMARIN OAK 
INo.3 畑 石 安山岩 の 火山 灰 , SAGEM E RB INH O AUR 
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4No.5 fase Be RAKE -KIUK 

No.6 a i 

No.7 花 員 因縁 岩 

No.8 花 賠 因縁 岩 、 
No.9 (Emig : (未完 


i 危 関 石 班 幅 岩 及 石 英 宏 山 岩 の 火 山 灰 


ERE + SI © th HR 


Geology and ore deposit of Unj6 mine, Iwate Prefecture. 


jn 藤 謙次 郎 (Kenjiro Kato)* 
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22 LOIS LEAP ROE, OMNIA, BARS TRO 
北方 雲上 a ae ee 
eee S\RUREO BUS & LATA REO RAST DN 70 HRS 
er ee 今 次 の 大 東亜 戦 に お いて 復活 し , 操業 を 再開 し た 。 

然し 未だ 実績 の 挙 が ら ざる 中 に 終戦 と な り , BCE L Mali B 
弧 な 磁 鉄 鉄 で ある が , その 中 に 約 10% AMO TO. を 含有 する が 為 に , 
終戦 後 チ タン 容 源 の 開発 と いう 新 ら し い 希 望 も 加わ り , 従来 鉄 鉄 と し て 手 


LOY mo AIMEE ES, FAMINE k OCHRE ED 
TWwHo 


地 質 概説 


古 生 層 及び 才 成 岩 北上 山地 に 広く ぐ 発 達する 古 生 層 は , 宮守 附近 に 於 い 
て は , RIE VER Bic kocHhan, 西 は 所 調 宮 守 超 塩基 性 岩 に 限ら 
れ て その 分 布 が 狭まり , 東西 約 3-5km WAS AWHILE AOC]. AHH 
域 の 古 生 層 は 二 索 紀 登米 階 に 相当 する も の と 差 え られ て 居り , Wa, HM 
岩 , 右 灰 岩 , TERRI SORIE LOHR ANTOS. 石灰 岩 は 雲上 山 , 
和信 株 山 を 主 と よし , 基 の 他 に 広く 分 布 し , CRE AT. ER DYER IE 
じ , 石灰 岩 と し て は あま り 純 度 の 高い 方 で は な い 。 砂 岩 は 一 般 に 粗 六 質 な 
る こと が 多く , 又 内 楽 木 峠 東方 の 山頂 に お いて は 著しく 石灰 質 と な り , 中 
AICHE IT 3 ERC IL (LOSS ZEL, 其 だ し く 有 厚い も の 
は な い が , 西方 超 塩 基 性 岩 に 近 ず くに 従 つ て その 量 を 増し て いる 。 これ 等 
* 東北 大 学 理学 部 岩石 破 物 破 床 学 教室 


二 生 層 の 一 般 走 向 は 南北 性 で , 場所 に よう て は それ より 東西 に 各 20° 内 
PB % Se ae wre 


==) (Cee 
Vl x 
C1) (2) (3) (4) 


(1) Whe (2) 超 塩 基 性 岩 (3) EPR (4) 第 三 紀 層 (9) 
Qk Oth ⑧ 松山 ④ 冷水 OAR © BL 


末吉 生 層 は 遠野 花 賠 岩 導入 の 影響 に よる 熱 変成 作用 を 受け , 石灰 岩 の 多 


山 岩 (6) 石英 粗 面 岩 


a 


| < は 品質 答 状 の 大 理 石 に 化し , 粘 板 岩 は その 特大 な 路 開 を 失っ つて, MK 
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品質 の ホル ジフ ェ ル ス に 化し , LER BER, 頂 材 石 等 熱 変 成 岩 特有 の 
鉱物 が 生成 され て いる 。 ホ ルン フェ ルス に は 対照 的 な 特徴 を 持つ 2 種類 
あぁ る 。 即ち (1) HBARVY 7zANVAL (2) 紅 往 石 ホ ルン フェ ルス CH 
OC, 前 者 は 曳 し く 析 極 石 と 磁 鉄 鉄 と に 富み , 後者 は 大 部 分 裕人 品 石 か ら RK 
つて いる 。 第 1 表 は その 代表 的 な も の の 分 析 に よる 化学 成分 で あつ て , AT 
者 は 異常 に 鉄分 に 富み , 後者 は 反対 に 鉄分 に 逐 し く Al。0』 が 著しく 多く な 
の で A る この 分 析 値 より , ZRIELRY ONZRMRGeE, ノル ム 
式 計 算法 に よ つ て 算出 すれ ば , FMR RVY TEVA TCS, 析 税 石 と 磁 鉄 
鉄 の 量 は それ ぞ れ 約 47 % と 36 9% と な り , 紅 柱 石 ホ ルン フェ ルス で は , 
紅 杜 石 の 量 は 約 639。 に 達し て いる 。 

顕微 鏡 下 で は , PAPER VY TIN AAS EAL RRO 2 SME 
DRS minal REIRER OM RARKE HL, BRB A Riz 
poeciloblastic Wie WRENS}, 又は PEAEVH ¢ Fee MBAS AAT 
EFL, PEMA AB Cis eC MB SANCS ENTS 


第 1 吉 
Garnet hornfels |~ Andalusite hornfels 
‘aleBIO, | 28.04 7 51.80 %% 
Al,O3 12.74 38.13 
Fe,O, iW Aree N 
i 1.34 
FeO 26.18 
MgO 3.96 0.46 
CaO ZENG 2.00 
MnO 0.21 — 
CA 8.28 1.47 
Ig.l 0.66 4.84 
total 100.03 100.04 


a EE a a 
Garnet hornfels . か らち ら マ グ ネ ツ ト を 用 いて magnetite を 分 離 精 撰 し て 分 析 を 行 
つた 結果 は 


eos OP SE 
FeO 30.89 
AO 10.10 
total 98.10 
LE DSK eH mol % を 以 て 表 は せ ば 
Magnetite 62:6 % 
Ilmenite 26.1 


Hematite als 
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上 記 分 析 値 より 算出 し た 鉄 物 成分 を 下記 に 表 は す ! (wt %) 


Garnet 46.91 ーー 
Andalusite 4.37 63.81 
Ti-magnetite 35.61 1.79 
Diopside 6.08 5.45 
Rutile 1.04 
Quartz 4.02 27.87 


叉 garnet hornfels の 北 学 成分 中 , 含 チ タン 磁 鉄人 鉄 の 成分 を LROHADYO 
と 想定 し て これ を 計算 上 除外 し , その 残余 か ら garnet の 成分 を 算出 し , mol % を 
以 て 表 は す と 次 の 如く な る 


Almandite TIX 
Pyrope 20 
Spessartite 1 


BER. & PRIS LAI BSL CUZADI, これ を 80 目 程 度 の 粉末 
と な する も 両者 を 完 全 に 分 離す る こと は 困 ee Se MeL SEO BE 
YIN AD, 未だ その 性 質 を 明確 に し な 居 な い が , 化学 分 析 の 結果 か ら 見 
て 著しく Fe 分 に 宮 み , CaO に 逐 し いこ と が 穴 知 され る 。 計 算 上 は 約 80・ 
% 内 外 の almandite 分 子 を 含む こと に な る が , HORMMBAI BAR 
物 と し で 特有 的 な る の と され で いる けれ ども, これ を 以 て 彼 力 帯 ど な す に 
は 更に 研究 を 要する 。 磁 鉄 鉄 は ), マグ ネツ 下 を 用 いて これ を 分 離し , 化学 
分 本 を 行 つ た 結果 , 著しく TiO。 に 富む こと が 知ら れ , 計算 上 分 子 比 に お 
いて magnetite 62.6% ; ilmenite 26.2% ; hematite 11.2% に 相当 す 


る も の で ある 。 


第 2M " 容 唱 石 ホ ルン フェルス x50 
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a BO OUR RA 


3a) Be HARES Dee Ix 26 SO Ree 


RELA VY 7 ENV AUAMS ZA EL DR り , その idioblastic 結 品 
の 人 破 本 と 少量 の 白雲 母 , 炭 質 物 等 が 充 上 す る に 過 
hina & Str % 


の 集合 する 間隙 を 。 Fate 
ぎざぎざ な い 。 産地 に よ つ て は その 中 に 僅 方 角 関 石 の 大 き な 放 射 状 


の も 見 られ る 。 biotite は 全般 を 通じ て 極め CARTONS 5 
これ を 有 要するに, MH ASA BSE ay 72 ZORRO 
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Pent Hen ALO eeEOEEU He Ser Kon aes 
し い 特 質 的 な も の で あぁ つて , COMWRMELBORACHAZLHBAZGNZ. 

但し , LORE RA OHMIC, 堆積 紫 境 に 急激 な 変化 が 生じ , その た め 

RRR DO BROT DN GHAR DO. iC し て 生じ た 含 磁 鉄 鉄 粘 板 
】 岩 が 即 も この 枯 椅 石 ホルン フェ ルス の 原 岩 と な つた も の と 思わ れる 。 


第 三 系 この 地形 の 第 三 系 は 相当 広 舞 な 発達 分 布 を な し て いる に 拘ら 
FT, これ に つい て は 今日 迄 報告 され て いな い 。 帳 相 は 磁 岩 で 代表 され , それ 
を 構成 する 円 奏 は 大 部 分 十 生 層 由 来 の 岩 石 で あり , その 太 き さ は 仁 大 前 後 
D>DCHS. (OBB CAS BAM L OWNED LU, COMBI 
直径 2-5n に も 及ぶ 格別 巨大 な boulder を 多量 に 含む こと で ある 。 こ の . 
boulcer は 頑 ど 古 生 層 起源 の る も の で 硬 砂 岩 , チャ ー ト 等 で あり , Rice 
花 悦 阿 緑 岩 質 の も の も 見 られ る が , AMA SCHSZ- LIZA B 
的 で ある 。 こ の boulder と な つて いる 岩 を 構成 する 円 春の 種類 は 硬 砂 
7 岩 , チ ヤ ー ト , 粘 板 岩 等 古 生 層 通 有 の 岩 奏 の 外 に 花 陣 岩 , 右 英 斑 岩 等 の 大 
REESE CHY, 稀 れ に は 化石 を 含む 石灰 岩 々 片 る 含ま れ て いる 。 穫 岩 全 
体 と し て よく lithify UMAR LOE ROWS, OME HRS T 
SABO MLK ae CHOOT, MOK ENKHRLELO TS | 
HALSALL. RUBKHABO REC の 地域 古 生 層 中 に は 
現在 全く 見 られ な いこ と は 注目 に 値する 。 

この 特徴 的 な boulder を 除け ぽ , 本 第 三 系 は 場所 に よっ つて 層 相 を 異 に 
する が , RU CHERRIES CHS. Mo eTRRAOUNE CS Ge 
FB ERO BEB EL SS PROS HE Ee LOT CL TT 
いる 。 旧 宮 守 製 鉄 所 跡 附 近 の 塚 沢川 河 床 に 於 いて は , 石英 粗 面 岩 , ZI 
岩 等 の 角 眞 を 含む 集 塊 岩 状 の 灰 黒 色 小 灰 質 砂岩 層 で , 中 に 木 の 工 の 化石 を 
含む (Fagus sp.)。 宮 守 村 尊 町 北方 で は , HERERO DIEM GRICE 
入 し て 畑 緑 凝灰岩 類似 の 外観 を 呈す る も の と な り , 下 栃 沢 の 西方 丘陵 畑地 
に 於 いて は , 花 過 岩 質 砂 岩層 と な り , DER LRP ESPINER 
て は , 黒 灰 色 砂 岩層 で 比較 的 固 結 化 強 く , 宮守 川 の 河 人 触 に 対し 可 成 り の 抵 
抗 性 を 示し て お り , その 中 に 数 多く の 大 化 木片 を 倫 有 し て いる 。 BEANS 
想 フ 沢 部 落 附 近 で は , KWARO RE AKAD BIS & NWF t OFS 
WRBe at. KERR L LC, その 上 に 直接 する 場合 は 上 記 古 生 層 
PEM (hic, REBCHPAE ARIZA CH), FORBES PNA IR 
川下 流 の 床 底 , ARERR AOA UU, EIS Se BAO PE Ve 
SRS 300m の 丘陵 状 山 腹 等 に 見 られ る 。 
この 第 三 系 は 岩 質 は 周辺 の 古 生 廊 講 岩 に 比 し ; BHM AD, その 


Sie ve Hao OORES Se : 
te te Te ee aes pata ive, 道路 に 沿う 切 
取 崖 等 に 断 語 的 に 見 らむ る に 過ぎ な い 。 従 つて それ 等 の 厚 さ の 測定 , BE 
CE SS a loc (OE 
困難 で ある 。 

AGH AME Bit, その 中 に 混在 する boulder は よく lithification を 
受け て 著しく 堅 硬 で ある に 比 し , その 爵 着 基地 は これ に 伴 は ず , BR 化 作 
用 に 対し て は boulder DAARHE RATER 20, た め に 田 , 畑地 。 
原野 等 その 発達 する 区 域内 に 於 いて は , 至る と ころ 表土 上 に 巨体 を 圭 量 し 
偉 観 を 呈し て いる 。 従 つて この 第 三 系 は 露出 状態 が 悪 る い に る 拘ら ず , そ 
の 発達 区 域 は boulder 露頭 を 追跡 する こと に よ ょ つて 略 認 定 す る こと が 可 
能 で ある 。 西 し て この boulder の 分 布 は , 宮守 川 以 北 に 於 い ae 駅 附 
近 よ り 北 北西 の 方 向 を 以 て 北進 し , MUR, 達筆 部 村 字 鋳物 , RAW, = 
郡 塚 山 に か け , HERO bic, EN 500-1.000m tiene ee 状 
' に 乗 つ て いる 。 谷 同種 類 と 思 は る る boulder iim その MRI SEM 
佐 比 内 村 字 証 分 沢 に 発達 し て いる の で , 若 し そ れ に 連続 する も の と せ ぱ お, 
その 延長 実に 25km に 及ぶ も の と な る 。 宮 守 川 南方 に 於 いて は , boulder 
' の 分 布 は 未だ 判然 と し な い が , 第 三 系 と し て は , 猿 ヶ 石川 南岸 僧 沢 村 字 沢 
田 に 分 布 す る 略 同 型 の 第 三 系 と 思 は れる も の に 連続 する の で は な か ら う か 

COA HO boulder を 含む trongh PH= ASS SBARRI 
SOCHABKAT ZOOL UTRE” Sn, ZO hOB boulder OH 
' 質 に つい て は 詳細 な 記述 が な され て いる 。 但し, FO RILAREEAO % 
(の は 見 られ な いと し て いる が , 塚 沢川 の 河床 に 直 出 する も の の 中 に は , 迷 畑 
内 外 の 石灰 岩 片 を 含み その 中 に 迷 種 の 化石 を 保存 する も の が 認め られ た 。 

AR ea BUC R GE RETA /LRSRRBAAN CORD, 年 輪 を 持 
OA EROS しい 化 石 を 保存 する こと と , 石英 粗 面 岩 , Bus 
等 の 岩 片 を 含む 北 灰 質 岩 層 の ある こと 等 か ら , BH KL AML CE. 


遠野 花 貞 岩 遠野 町 を 中 心 と し て 広大 な 発達 分 布 を 旋 す 。 大 観 的 に は 花 
山 因 緑 岩 系 に 属す る けれ ども , と ころ に よ つ て 著しく 岩 相 を 異 に し , 地域 
の 東 隣 田 下部 落 附近 に お いて は , 有色 鉱物 の 量 を 増し モン ゾ = 岩 に 類似 の 
も の と な つて いる 。 本 岩 は 古 生 層 に 紀 入 し , その 外 辺 に 変成 帯 が 形成 され 
て いる こと は 前 述 の 通り で ある 。 


RSS 所 請 宮守 超 塩基 性 岩 と 呼ば れ , OHA, 近藤 


——— 


1) _ 関 陽太 郎 : 地質 雑 58, 1952 
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(iam 大 和 和 栄次 郎 氏 や BERS AER? Sekt xn, 特に 関 氏 に は よ る : 
最近 の 詳し い 研 究 の 結果 は , PUNE CHEM LICH AN TB o, 

BARES と その 発達 分 布 は 南北 20km, 東西 Smk の 大 き さ を 持ち , そ 
| の 東 辺 部 は 主体 と 分 枝 体 と に 別 か れ , BOMKIBOCHEBPRIZBAL 
】 来 つ た 複合 岩 体 で あと る され で て いる 。 然 し 現 出 状態 か ら 見 る と , 実際 は te 
NEVER AEVEACH ZS. Mb ZOULMIBOEHERAMICED 
て , PROMOBLROCWSZUN ED, CEMIMRNRSs RCH 

oe 一 連 の も の で ある こと は 明瞭 で ある 。 更 に その 延長 は , BMHcKe 
i 三 系 に 被 秦 され , BHR CLAM, ILLNREORY RE 
ae : 体 に 連続 する 可能 性 が 強い 。 若 しそ う で ある な ら ば , BAER. 
実に 40km に 近い 長大 な も の と な る s。 MAMMA RKO RD Ms, HE 
層 と の 接触 部 に か け , BER LOCRBsn, FTOBMRE HER ICL T 
いる 為 め に , 全体 と し て その 発達 区 域 は 実際 より 小さ い 露 出 と な つて いる 。, 
AO ORBEA, 第 三 系 の 項 に 於 いて 述べ た 如く , その 上 に 第 三 系 
ORS Eds trough 状 に 径 つて いる が 養 め に , 東 辺 は 分 離し , BIDE 
の 如き 外観 を 呈す る けれ ども , その 下 部 で は 連続 し 一 岩 体 を 成す も の で 
ある 。 ; 

本 超 塩 基 性 岩 体 と 古 生 層 と の 関係 に つい て は , 前 述 の 如く , 第 三 系 の 発 - 
達 に 福 さ れ て , 明瞭 な 志 出 を 欠く た めも ある が ,- 綿 人 関係 で ある と いう 積 : 
極 的 証拠 は 見 出さ れ な い 。 岩 体 は 全体 と し て , BRE, 化学 成分 に お いで 
も る も, 又 鉱 物 成分 に お いて も, 著しく 不 均質 の も の で あぁ あり, 且つ 構造 上 か ら 
見 て も その 岩 体 内 で は , 相 二 間 に 綱 和信 体 も 存在 する こと は 間 定 出来 な い .。 
然し 他方 , 岩 体 周辺 に お いて は 族 々 写 層 的 層 理 構造 の 発達 が 見 られ , OE 
緑 凝灰岩 に 攻 移 的 で ある と 思 は れる 赴 出 も 見 られ る の で , 或 は 古 生 層 中 に 
挟 存 する , 同時 代 の igneous complex で は な か ろう か と いう 疑問 る 持た 
れる 。 


鏡 床 


ARIA EFLBORSBECHET ZBRARCHS. BAL LTH IS 
れる も の は , PSE SFIVYVREROAC, HO$MOMARMESE< FOOT 
いな い 。 « 


現在 まで に 知ら れ て い BM BHI lx, KUM, 七 曲 , 松山 , 冷水 , 内 楽 


1) 近藤 2M: HM 36, 1928 
2) 大 和 栄 次 郎 : ALAR Rae «(1944 
3) BS 陽太 郎 : 地質 雑 56, 57, 58, 1950-52, BM 36, 1952 
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ALUBRGOATHCH Bs $US REMORSE, Ee < 
と る も 2km を 出 で な い ABIL H So 

大 畑 鉄 床 DERIK & PRE し fe eee 
の 間 に 介 在 し , BALE Im あぁ あり, N20°E に 走り , PAIz 20° He 5 
下 磐 と の 境界 は 明 瞭 で あぁ る けれ どる も , 上 般 笑 樹 石 ホ ルン フェ ルス と の 問 は 
明確 を 欠き , 少な く と る も 鉄分 合 在 量 に つい て は 海 移 的 で ある 。 本 層 は 鐘 押 
SRE 6m V2 L CHUB ERB L TW So HL RRR SBARHO 
つも, GENERA S At, 再び 出現 する こと る も 予想 され る 。 

HISAR FEARS PCRS ZDBO ANCHOR EL CEREET So 
部 分 的 に は 語録 部 も ある が , 総 じ て 品 位 は あま り 良 好 で は な い 。 走 向 N10°w 
還 方 に 65" の 傾斜 を な す 。 粘 板 岩 は 甚だ し く ホ ルン フェ ルス 化し , 多量 の 
補 唱 石 を 生じ て いる 。 

PMUSKES 。 児 子 野 の 北西 山腹 に 2 +A DGD DO, HME ARE 
走向 .N20°w 西方 に 60° ft: , BE 0.8m か ら 0.3m の 聞 を 変化 し , 
走向 に 沿う て 凡そ 100m の 延長 を 確か め 得 る こと は , 本 鉄山 と ど として は , B 
LAGE Rt 3. 


冷水 鉱床 - 塚 沢 部 落 内 道路 に 接し て , OAC BRSE LC RR Lote 
で ある が 』 HEATER L, HOMER LCRA, BES 
Cr WE GRO RARE LS OL MMSE. SEALE CR SL, Bete KE 
ast OUNCES SHER CC, 走向 略 南 北 , 殆 と 直立 に 近い 鉄 層 で ある 。 
伝 う る と ころ に よる と , 層 厚 は 凡そ 3m あつ た が , 走向 に 沿い 掘進 15m 
(で で 04m HBL LES Sle TUS FREES  PA ECAR SE TU TS SB BK 
BRAROSHENZOOL FSR SIZ, その Fe 分 品位 が 5594 前 後 の 
極め て 優良 な も の で ある と 言い 得る 。 

内 楽 木 鉱床 「 内 楽 木 峠 の 東方 に 小 油 を 隔て > ゝ , 南 北 両 山腹 に 各 1 ヶ 所 の 
伏 床 露頭 が ある 。 此 の 両者 は 一 連 の も の で は な く 各 別 箇 の 久 床 を 成す 。 南 
仁 床 は 砂岩 中 に 介在 し , 走向 N30°E 東方 に 45° NT, BE 0.6m あぁ 
れ ど る も 品位 一 般 に 低 劣 で ある 。 上 盤 を な す 砂 岩層 の 一 一 部 に 締 状 に 凝 灰 質物 
ib wiki’ SL, 叉 時 に 頁岩 質 sharp stone の patch を 含み , tes JB 
We BOS. ALAR LAI SE DY, & LAME HO—Aek& 
鉄 鉄 砂 を 混 ず る と 称す る を 適当 と し, 品位 甚だ 低 劣 で あつ て , 採掘 に 堪え 
な い 。 走向 N20°W, 東方 に 65° fH 2 , 

鹿 込 鉄 床 宮守 村 字 鹿 込 部 落 附 近 ,  FINOALR RE hE t 6 SOR FIBA 
Ae BOK MORE AH VY TZNMAPIIET, 走向 eens 西方 に 
50° a4 NT 層 厚 0.3-0.4m に 過ぎ な い 。 


Bey ie tee We 57 


前 述 の 如 ぐ , BORA & HAO RBC EL, AEILAIL C, 
ASBOTERE PHOTOS MOIS, RMR Clk, EBL RED & 
MIB UCR SOKRENRDS. RUMALMOT, HL BHD 
UL CBRISN CORWBEFT ZREBRHSSZCHSAIxI LIPMAN, Het 
| ょ っ いて は 発見 され る 可能 性 も ある 。 


鏡 石 


GAL UTHSENE OOD, た だ 磁 鉄 鉄 の み で ある が , その 中 に は 比較 
的 多量 の チタ ン を 含有 する こと を 特徴 と する 。 人 石 は 鉱床 別に よっ つて, 外 
観 的 に 可 成 の 相違 だ が ある 。 即ち 高 品位 の も の は , 樹脂 光沢 を 有する 。 綴 邊 
皿 硬 の 重い 鉄 石 で あり , 肉眼 的 に は 全く 脈 石 を 含ま な い 。 RMUBKIDE 
DNA EL, COIR CRRIVET SIE. MCI 石 
灰 質 な る こと も ある 。 

BS PIL, 富 鉄 は 磁 鉄 鉱 の 集合 より 成り , 中 に 少量 の 赤 鉄 負 , BRA - 
BA, Bea, LEA, ho, BEA, 石英 , 方 解 石 等 を 含む 。 和 磁 鉄 
鉄 は 不定 形 の 尊 状 を な す が , 変成 の 結果 , PERC BEL, 脈 石 は その 間 
PRIEST SIE RV. SALUT granoblastic Met ETS, WA 
に 伴う これ 等 の 脈 石 は , 鉱床 の 総 て に 共通 し て 存在 する わけ で は な く , そ 
の 録 物 組合 は , 原 岩 石 で あぁ ある, 砂岩 又は 頁岩 の 成分 の 相違 と , 変成 度 の 程 
EBickothnss 

平均 鉄 と 思 は る る も の に 含ま れる 主要 部 分 に つい て の 分 析 結 果 は , 下記 
中 (1) に 相当 し , BK EAL, マグ ネッ ト を 用 いて 選別 し た 磁 鉄 鉄 を 
分 析 し た も の は (2) に 示す 通り で ある 。 


(1) (2) 
SiO, 7.40% 3 50%, 
Bio aun He 
TiO, 12.88 13.26 


磁 鉄 鉱 中 に は 鉄 , チタ ン 分 の 外 , 約 996 OPMMABAT SA, この 
場合 これ 等 を 機械 的 に 除去 する こと は 困難 で ぁ つ た 。 今 之 等 の 挟 雑 物 を Bt 
算 正 除外 し て , 鉄 物 成分 を 算出 する と , 分 子 比 に 於 いて , magnetite 60%, 
ilmenite 36%, hematite 4% と な る 。 こ こ に hematite は 鏡 下 に お い 
て 僅少 な が ら 認 め ら れる 。 TiO。 の 量 は 可 成 り 多 ぐ , ilmenite 分 子 と し て 
約 369。 を 占め て いる 。 こ の ilmenite は 単独 結 品 と し て は , 鏡 下 に 認め 
難く magnetite と 混 然 一 体 を な する も の で ある 。 こ の 両者 を 機械 的 に 分 離 
する こと は 困難 で あつ づつ て, この 両者 は , 郊 深 の 結果 Widmannstatten fig- 


0 = te a iy Fe TS) Sal eae os 


\ 
= 


SSS 6 A DR A & ab 


ure の 形 を ょ つて 混在 する の か , WULRRORMRMB LR RCEET OE 
至っ つた も の で ある か は 今 の と ころ 明確 で は な い 。 こ れ に つい て は 後 の 研究 
に 待つ 。 


m RK A 


SRA EMER SK LOCH DAR HEBOR ser Picea l, Bow 
くに 品質 石灰 岩 を 伴う こと が 多い が , その 中 に は 硫化 鉄 物 を 欠く こと と , 


全く スカ ルン 録 物 を 随伴 し な いこ と か ら , RRS CHS LRN 


な い 。 


鉱床 形態 と これ を 包 蔵 する 岩層 の 状況 か ら 観 て , 本 鉄 床 は 古 生 層 の 堆 
積 当 時 , 他 の 昧 層 と 共に 洗 源 堆 積 し た 一 種 の 漂 砂鉄 床 で ある と 思 は れる 。- 
その 産 状 を 見 る と 2 特徴 が 目立つ , (1) 多く は 砂 質 堆積 岩 に 伴い , その 中 
に 億 層状 を な すこ と , (2) 時 に , 粘 板 岩 の 如き pelitic rock に も , RAK 


岩 に も 伴 は れ , 緑色 北 灰 質物 を 混 ず る こと も ある 。 現在 の 海浜 の 磁 鉄 鉄 砂 


の 堆積 状況 を 見 る に , 覆 く 砂 質 層 に 伴う の が 一 般 で あぁ あつ て, Bt, 沈 減 の 
PARED 5 HEL C4RCHS. BLILBOKEV BRAMBLES A 
に 伴っ つて 堆積 する こと あり と すれ ば , それ は 暴 常 な 環境 を 示唆 する る も の と 
65. BEKKOBALZOMCACC, 本 鉄 床 は 砂 質 岩 , JEL, BK 
岩 等 の 堆積 条件 を 異 に し て 出来 た 地層 中 に , . 略 均等 的 に 介在 し て いる 。 こ 
WILLS < MRA ROSF 7 vy RBG, 当時 の 背後 陸地 の 雷 天 化 侵 
BUI T SSOCLASK C, 他 に 堆積 事情 に 急激 な 変化 が あり , それ が 
含 チ タン 磁 鉄 鉄 砂 の 漂流 を 熱し た 原因 と な つた も の と 療 え る 。 布 し て その 
事情 の 変化 は , 何 に 基 因 する か は 今 の と ころ 判然 と し な い が , 凝 灰 質物 を 
混在 する こと か ら , 火山 活動 の 出現 な どる も 想像 され , その 噴出 物 の 突然 な 
六 流 な ども る その 原因 と な り 得 る と 思 は れる 。 

本 邦 古 生 層 中 に は , 含 鉄 チャ ー ト に 伴う 赤 鉄 鉄 層 が , YORGRAR L LC 
達する 例 は 少く な い 。 日 本 地質 鉱産 誌 (昭和 7 年 地質 調査 所 編 ) で よれ 
VE, 雲上 鉱床 る も 赤 それ に 類 じ , 元 来 赤 鉄 鉄 々 床 と し て 生成 じ た る の で ある 
と な し , 現在 磁 鉄 鉄 々 床 と な つて いる の は , ZEOBO AREER LOCH 
LIED CHZERL CWS. BM EMOKN, BESO SKF eR 
ト に 伴う 磁 鉄 鉄 (喜多 山 鉱山 , OKASKLUE) (SB ZxmMAVAIEIe 因 る る 
の で ある と 認め 得る 。 圭 上 鉄 床 は 前 述 の 如く , HEA BOO CARPAL, 大 
MIGKPS, 鹿 込 鉱床 の 如く , 鉱床 の 両 盤 が 完全 に ホル ンマ フェ ルス 化し , 鉱床 
身体 が 一 種 の 変成 岩 と も 見 ちる べき も の で ある こと は 埋 定 出来 な い 。 RE 
仁 床 の 主体 を 成す 含 チ タン 磁 鉄 鉄 は , PRGA DAB Mie LO THU HIM 


attnca ある と aire き 何等 の 積極 釣 誕 抗 が 設 め ら れ な い 。 


) 本 鉄 床 の 磁 鉄 鉄 に は , 多量 の TiO。 を 含有 する な こ Le KERCHO 


て , CDI LIRRMA, 火成岩 に 由来 する も の で ある こと を 立証 する に 


充分 で ある と 考え る 
KBE PICT S RRS, Hl BAT) DRM ZRII, 草 


的 の 差 は る つて も , @<¢ T:0, を 含有 し て いる 。 これ に 反し し) 前記 感 岡市 


近郊 産 の も の の みな ら ず , 一 般 的 に 赤 鉄 鉄 か ら 変 っ た 三次 的 磁 鉄 鉄 及び , 
接触 鉱床 中 に 産 す る 磁 鉄 鉄 た は, 殆ど TO, が 含ま れ て いな い 事 実は , 多 - 
ぐ の 例 で 確 め られ て いる ( 此 の 問題 に つい いて は , 稿 を 改め て 報告 する )。 
多く の 大 成 岩 の 化学 分 析 の 結果 を 見 る と , その 中 に 工 .O。 を 含ま な いる も る の 


は 極め て 稀 れ で ある 。 そ の 含有 量 は , 岩石 の 性 質 に よ つ て 可 成 の 差違 が あ 


NN 


りり, 大観 的 に は SO, 含有 量 に 比例 する 。 又 同種 類 の 岩石 に つい て 見 る と 
その 中 に 現 は る る 磁 鉄 鉄 の 量 に , 或 る 程度 比例 する 依 向 を 示す 。 火成岩 中 
に 産 す る 磁 鉄 鉄 中 の , T:0, 含 有 量 に つい て の 廊 献 は 極め て 稀 で ある 。 EB 


子 田 定 勝 民 の 報告 り に よれ ば ぼ ば, 火山 岩 中 の 磁 鉄 然 に つい て は , Bet 


PHETSZAOWU"Y, T10, WALWe BN TVS 

AK tes ORR hand specimen か ら 取 り 出 し て 分 析 の 試料 と な す 
こと は 容易 で は な く , MERTEN G4. BRM KMART 
vx, 一 般 に 早期 品 出 の 鉄 物 と し て 扱 は れ て いる 。- 然 し 実際 に 含ま れ て いる 
る の に は , . 顕微鏡 下 に 見 られ る 様 に た , この 初生 鉄 物 の 他 に , SREBR 
物 の 分 解 変化 に 因 つ て 生じ た , 三次 的 磁 鉄 鉄 も ある こと は 決し て 稀有 で は 
な い 。 こ れ 等 の 磁 鉄 鉄 中 に 含ま れる Ti その他 種々 の 微量 成分 を 比較 す る 
な ら ば , この 両 衝 の 磁 鉄 鉄 痢 に は 可 成 の 差違 が ある と 信ずる 。 初生 磁 鉄鉱 
の み を 抽出 し て , その 中 の TiO。 の 量 を 吟味 する こと が 必要 で あつ て も , 
これ 等 を 機 橋 的 に 完全 分 元 す る こと は , 極め て 難 事 で ある 。 筆 者 は 三次 磁 
鉄 伏 の 混入 する ここ よ つ て 生ずる , TiO。 含量 の 誤差 を 緩和 する 意味 に 於 
いて , KRE DEBBI TC, 分 解 物 を 多量 に 扱い , 水洗 じ て 磁 鉄鉱 を 
WEL, 研究 の 試料 と な し て いる 。 こ の 研究 は 今 途 上 に ある が , 今 迄 の と こ 
ろ で は , KRERPORRRICE< TiO。 を 含む が , BK LOTT OR 
SENDS, 1-2 の 例外 を 除け ば , 総じて 花押 岩 等 酸性 岩 中 に 産 す る 磁 鉄 
Gkyx, TiO, に 極め て 逐 し い が , HERE, PERK a, BER MERC EO Pc 
は , EOPICET SBRAPRC, BS BQ TiO; EZRTZVONAM SN 
る 。 AZ, BREE ORSE, REWNCAIBRRKE, BERR 
BTEO + YI VEBBIAZOMCHOT, 何れ も 10%* ARO NiO, ee 


1) 種子 田 定 勝 :: 地質 雑 .55,.1949 


Gs ey も 
[ 
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する 。 : 
Re を 多量 に 合 む こと か ら お し て , その 根源 
は これ 等 と 略 同型 の 基 性 火成岩 , 又は その 砕 居 岩 に 由来 する も の で ある と 
BAB. 

= — # 

DL EWN 7 ob ARIERINT NIE 

1) BERR, FHEBI eco s, HRMEORBMILTES SBR 
鉱床 で あぁ る 。 含 チタ ン 磁 鉄鉱 は , GRPCHT SME-ORATC, T:0. & 
有 量 は 10.15% に 達する 。 和 硫化 鉄 物 等 は 全く 含ま れ て いな い 。」 

2) SRI, その 賊 存 状況 か ら 見 て , 古 生 層 と 同時 の 堆積 た 因 る 沈 濃 鉄 
床 で ある 。 

3) —-fROKPEC, 磁 鉄 鉄 に は , 接触 鉄 床 に 産 す る も る の , 赤 鉄 鉄 ょ りり 変化 
し た も の 等 も ある が , 此 の 類 の 磁 鉄 鉄 に は , TiO。 示 殆ど 含ま れ て いな い 。 
従っ て , 雲上 鉄 床 を , これ 等 に 結び 付け て 成因 と な す は 当 を 得 な い 。 又 鉄 ) 
石 は 一 種 の 変成 岩 で は ある けれ どる も , 変成 作用 は 鉱床 を 将来 し た 源 因 で あ 
る と は 療 え られ な い 。 

4) 岩 禁 か ら 直 接 析 出し た 磁 鉄 鉄 に は , TiO。 を 含有 する の が 一 般 で あ 
So. Ket, RCREOSA, PIAS, BA, 蛇 紋 岩 等 に は , 
TiO, を 多量 に 含む magnetite を 包含 す る も の が ある 。 雲 上 鉄 床 を 造 つた 
BI Y v BRRO WIR. Lb < Wes magnetite に あり , 鉱床 は その 
PUT LOTAUR DOT, HERROBDMCENT 4ERARR CS 
DEB ADS 

5) 比重 の 大 きい 磁 鉄 鉄 砂 が , VELA, BREE POTHSZI LD 
ら 見 て , この 磁 鉄 鉄 凛 砂 が , 当時 の 背後 陸地 の 平常 な 風化 侵 人 触 に 因 る も の 
と は 考え ちら れず , 他方 基 性 凝 灰 質 物 を 混在 する こと か ら 推 し て , 当時 の 火 
山 活 動 の 出現 に よ つ て 生じ た , 噴出 物 に 起源 する る も の で は な か ろう か 。 
6) この 地域 に 発達 する 古 生 層 粘 板 岩 は 著しい 特徴 を 持ち , 異 常に Al2O。 
に 富み (多く の 場合 359% 前 後 )) 叉 Fe 分 に 逐 し い (2-3% O48). 然し 
其 か る 泥 質 土 の 堆 積 中 に , 笑 如 磁 鉄 鉄 砂 の 漂流 が あつ た と 見 ら る る 部 分 が 
®Y, その 部 は 比率 止 り 著 層 く Fe 分 に 紅 む 結果 と な つろ て いる 。 CHAR 
大 部 分 を 占め る 紅 柱 石 ホ ルン フェ ルス ゃ や, APL RERGK LE WEBMD で 
ADB VY T= VABOME, 特徴 的 な 変成 岩 が , 上 記 の 如き , 特 
質 的 な 粘 板 岩 か ら , 熱 変成 に た よ つ て 出来 た こと は 当然 で ある 。 

7) SRR EURO AWOL CH SM, 紫 の 地方 に 可 成 り 広 い 分 布 を 持 
つっ 第 三 系 が 発見 され , 布 か も 附近 古 生 層 中 に は 発達 を 見 な い , BTEMKBE 
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岩 の 巨 大 な bonider 4ZESURWEMRECH SI LUAARCHY, BR 
- そ の 分 布 は , HELE 500-1.000m, 延長 凡そ 25 km ( 佐 比 内 村 証 分 沢 に つ 
な が る も の と 見 て ) に 及ぶ , trough 状 を な し て いる こと る も 赤 異 様 な な の 
と し て 興味 が ある 。 


本 報告 に 掲げ た 岩石 並 に 鉱物 の 化学 成分 は 東北 大 学 理学 部 岩石 破 物 破 床 学 教 蜜 
今野 弘 氏 の 分 析 に よる も の で ある 。 BIE < BRERT So 


SeugS ABUSE RT IC ASIF S REAL PEAR (11) 
Magnetitization at Kayaki-mura, Nagasaki Prefecture (II). 
A #8 ¢ (Kunihiko Muta)* 

(7) 黄銅 鉱 及び SASK (承前 ) FRGRRKO AW Bi He HI AK 
化 さ れ て いる (6 Bb). 第 6 M (a) cS Loem 程 語 理 に そつ て 連続 
する も の ・_ ゝ 1 部 の スケ ツチ 図 を 示し た が , 今 人 板 に 此 等 多数 の レン ズ 語 を そ 
NENRELC OOO SE ONICHA GECASZL, 可 な り 無 理 な く 此 等 各 小 確 
第 6 図 (a) MAHA PII CLEAR 


he i 


aw de 


CFB IS PRAGA 6 S21T S) 
第 6 BY (b) BRSk(U) OM DMOARRRAB(V) ic2efCFnNS 


* FUN LES 
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FUL KOMR, 叉 は 少く と も 現在 な られ る より る も 少数 の レン ズ 塊 に ま と 
め る 事 が 出来 る 。 此 事 は 現在 見 れる 黄 鉛 鉄 の 砕 片 は , 三次 的 な 破砕 誕 用 の - 
結果 , 多数 の 小片 に 分 離し た 事 を 示す る も ので, 更に 此 等 小片 は 基 後 生々 だ 
NN aes US Sad Fe oS 
紫 場 合 前 述 の 如く , OBS Ys BARK cL BBG 75 BE ESE ¢ BB 
め ら れ な い 。 即 ち 黄 鋼 鍼 は 黄 鉄 鉄 や 磁 鉄 鉄 よ り も は る か に 弱い 破砕 力 ( ee 
ANSEVCEERED) (12 0 WES DN AIC REV 4 AER MDH S 
が , 此 様 な 性 質 は キー スラ ー ガ ー 型 録 床 に 見 れる 破砕 され た 黄 鉄 鉱 間 を 広 . 
す 葵 鉛 鉄 の 上 品 出 時 期 が , 必ず し る 破砕 作用 と 同時 叉 は 以後 で な く て る も, た と 
へ 圧 碗 作用 以前 に 既に 両 着 の 呈 出 が 終っ つて 居 だ 場合 , 両者 の 物理 的 性 質 の 
selec k OCR WEREROGR, 2 HEL ARLERERT HOEY 
得る 事 を 示す も の と 思わ れる 。 VEO. MHRO PHISH OE 
期 に 属す る が , 差 程 著しい 品 出 時 期 の 差違 だ あつ た も の で は な く , む し ろ 共 
に 緑 泥 石化 と 密 な 産 状 を 示し , AERO LE SEG» ORAIZ® Maho HA CAF 
PAIR RSROBA SNAIL, MELA LRMRL CERANKRS 
が 理解 され る 。 、 

IES ODA PILE LA EMRE RO OM, FCF IY RR, RIVE 
AE DET ABM HSo 

(AN) チタ ナイ ト … 最 も 普通 に みなみ られ る 共生 鉄 物 の 一 つっ で , KE 0.01~ 
0.5mm 程 の 完全 な 自 形 又は 数 個 の 連 品 より な り , YS RRA ~ 
SVE a PVC BCE LC SLUR RRA PS EX CAFS 

一 般 に 磁 鉄 鉄 の 多い 部 分 に 特に 多く 生じ , 片 理 の 方 向 に 点々 と 並ん で 生 . 


ずる 場合 が 多い 様 で ある 。 然し 両者 の 間 に 極 め て 規則 正しい 消長 は 存在 し 
Zour (7 S-1, a, 7-BG 2; a), 
6 7M (2). F974} ORR 


(8) 磁 鉄 鉄 と チタ ナイ ト と の 共生 T (b) FIFA DOME (内 部 に イル メ ナ ィ ト 
(結晶 の 大 さ 約 3mm) を 認 む ) Te FIFA 1 イル ヌナ イト 
る … ク リフ ブイ サイ ト Me BEBRGE. 


a S24 Pe Fe=S 4 Petes A = 
i 4 ~ wre “<< 、 v oe gee 


+ 


\ 


is . xe 


FIFA) OF PPOBCERFTY VRROBEGEMBA SN, (7 図 
2b), BEF FF1 OBL M, チタ ン 鉄 鉄 の 再 結晶 作用 に 依 つ て 生じ 
た も の で ある 事 を 示す も の で あろ う 。 更 に 前 述 の 如く チタ ナイ ト の 多い 部 
iL, BMA DEL CHA, この 事 は チタ ン 鉄 鉄 よ り チ タナ イイ 
ARERR OTT DN SRIRAM LRSM, 磁 鉄 鉄 の 生成 に 少 か ら 婦 
| 関係 を 有する 事 を 示す も の で ある 。 

チタ ナイ ト は 緑 泥 石 中 に 明らか な 自 形 で 生ずる が , 緑 泥 石 の 結晶 を 切断 
し た も の や ゃ や, 又は 逆 に チタ ナイ ト の 結晶 の 外縁 部 に 緑 泥 石 に よる Pressure 
Shadow を 生ずる 等 , 両者 の 聞 に は 余り 著しい 品 出 時 期 の 差違 は み ら れ な 
Wo CREE L OPN SRB AA TRS NAZDOLV, HOCKRRAO KG 
mr CAPSS, 紫 等 も ほとん ど 同 時 期 に 生じ た 事 が 分 か る 。 

な は ほ 磁 鉄 鍼 ・ 緑 泥 右 岩 中 の チタ ン の 量 は 片岩 中 より も 多く , むし ろ 蛇 絞 
岩 に 近い 含量 を 示す 。 (KERCH 0.90, 緑 泥 石 岩 1.47 T.O,) = OME 
BA OWRRIATES < KER CHOREMBAZSLNSDS 

(RR) クリ フ ノ ゾ イサ イト … 大 さき 約 0.01mm 前 後 , - 自 形 一 半 自 形 の ide 
C, 片 理 に ほ ぽ 平行 な 方 向 に 並ん で 産 す る も の が 多い 。 顕微 鏡 下 で は 無色 
平行 消 光 を な し , 顕 著 な 多 色 性 及び 加 帯 構造 を みな い 。 2V+100" 

チタ ナイ ト と 共生 する 場合 で は 前 者 の 結晶 の 間 を 充 し た 半 自 形 一 自 形 ; 
叉 時 に は チタ ナイ ト や 緑 泥 石 に 多少 変 代 さ れ 凹 凸 た 富む も の も ある 。 和 代 つ 
て 此 等 の 鉱物 と の 間 に 大 な る 品 出 時 期 の 差違 は な いも の と 思わ れる 。 

磁 鉄 鉄 に 富む 帯 に 生じ な が ら , RRARCDRKZLW 7 VIS AG4 
ト を 生ずる 事 は 興味 深い 。 然 し その 量 は 少 い 。 

(へ ) 曹長 石 … 以上 の 鉱物 の 外 に 極め て 少量 の 細長 石 を みる 事 が ある 。 
バル サム より 低い 屈折 率 を 有 し , 結晶 の 大 さ 約 0.01mm 以下 , 自 形 一 半 
AE, 無色 , 結晶 中 に 気泡 を 包 事 する も の が ある 。 

TRAE O(LS KD 

BERR OR ICT HSS SRE DWEEAIBAL ZR ICIE RLM 6 
選別 し た が , 結果 で は 多少 の 緑 泥 石 の 混入 が 余 位 な くさ れ た 。 又 主 化学 成 
分 の 外 に Cr, Ti N , Mn 及び V 等 に 就 い て も 化学 分 析 を 行 つ た が , 更 
に 分 光 分 析 に よ ょ つて 微量 成分 の 検出 を あわ せ て 行 つ た 。 

主 化 学 成 分 は 第 4 表 に 示す 如く , REZ KE CH SB EARL TW So 
左 射 頭 懲 鏡 下 で も 時 に 僅か に 結晶 の 縁 に そつ て 赤 鉄 鉱 化 が みち られ る が , チ 
タン 鉄 鉄 や クロ ー ム 鉄 鉄 そ の 他 の 包 喪 物 は 全く 認め られ な い 。 こ の 事 は 更 
< Ti, Mo, Ni 及び Cr の 定量 分 析 普 びに 分 光 分 析 の 結果 で も 全く 不純 
| 成分 が 検出 され て いな い 事 より も 知る 事 が 出来 る 。 た ゞ V は 0.15%Vz20。 


Ais. 


« 9 oe. 
py A « 
た Nr aa Fs 


Sey aes 


TRS as es eee . 

ae . aes mae oe | 
4 Sette gr : i a 
= SR 
ーー から bm Cr の 外 Ti, Ni, Co(?), Mn, P, Pt 及び Pd(?) の 含有 を 認 む る 


お 
RRO 8 OV IERSHS LOT V, Mn, Ni, Ti 及び Cr OSH ER 
|, LMA LTA SORA ERT 


= ミ = = ; hep < 0 


eran RID HERA SME GS FORA, 初生 的 に 既に 岩石 中 に 生じ で 
“で た も の 氷 , TODS RELAVO TIA (WS (MERE TACT RE 
le fERK Rot, 緑 泥 石 の 生成 と ほ ゞ 同時 期 に 生じ た も の で , Si xh 
「 的 な 生成 に 基く た め , Ds STRESEAVVOL RSENS. HOARD 
て 生 的 な 磁 鉄 野 基 他 に 含ま れ て いた Ni が 仮 令 深 液 に 加 つ て る も , MEAL 
RFR SRNL, BARA EO 1 ty FROSL SLES ESE, 
ss WB (Ni*0.78KNX, Mg?+0.78KN, Fe*+0.83KX) へ 集め られ , Tid 
3 まま に 叱 場合 は チタ ナイ ト を 形成 し ,、Cr も イオ ン 半 径 が 類 彼 選 た Fe (Crs 
= 0.64KX, Al+0.57KX, Fes+0.、67KX) 及び AR+ LAB SRD. 
MBA HRS (7 o- ARSE LT) 中 へ も 可 な り 含 まれ る の で , 
三次 的 に 生じ た 磁 鉄 鍼 中 で の 中 等 主 成分 の 含量 は , 当然 初生 の も の に 比べ 
~ Pee pldisbphencaeh Ge. 
eae Bo 4 表 RRMKOLBRS 
eae —— BR  | teers cei | ReRARICR CEU 


: FeO, 69.55 65.63 

ty FeO 28.11 2-23 
ae MnQ 0.00 0.23 
2h VO, 0.18 0.01 
> , NiO | 0.00 0.008 
た oe CryO, | 0.00 4.95 
Py > 
te (2 HEAD 

‘2 BS RIMES SOMRAMICR CHEM LAY, SRNOSE 
‘ REEMS ACL, CHD LMOME RIOMMALDORRESRL 


ai, 6 ; 

| RICAN 4 ty EREERULAM, MERGOSL AR, 主 成分 の イオ 
マン 半径 と 近似 し た 元素 で あぁ も , MANERA BACHE SEN STR 
の ほとん さ ど を 占め て いる 。 RaATMOM< MEAHCANEO V, Ni, Cr, ~ 
Mu, RU Ti 等 を 認 む る 事 が 出来 る が ,、 チ タナ イト で も V, Ni, Mn Ree 
P 等 を 認め , CNC (FP VRMO VMICHATSIOYVS Ens 
CH55. RU RR, BERRA U BRAN HCIS Th ( 磁 鉄 鉄 は チタ ナイ リリ 
ト の 皿 吾 に より 時 に 検出 され る ) V, Cu, RUMFOASE SE OAT, A 


aa ae 
2 4 ap 


ee pe 


0.33 + ae — — ae 
0.39 ++ +--+ +) + + 
10.57 fe Lee a5 + oy ~ | 
0.64 Ria te (+) = — 人 
0.64 eo Penge» + | + © + Ae 
0.66 + + ? tb + ne pam 
0672 b 8O ©) O QO. t+ tO 
0.78 ++ + + + + | 0 
0.78 + + — = es ae 
0.82 ? kes て eee ches 
(0.96) = ? PEE 3) ? + 
0.83 O O で RE 
| Mn+? 0.91 ++ ae cr ary + hte 
¢ Na 0.98 — os es = rt 
: Cat? FOE CS ee ras Nae eg 
i Ag 1.13 a ee re re as mare 
5 K 1:33 = i— = = 3 ges oi 
3 Pd 1.37 ? — = = as gti 
Pt 1.38 4 =a — — ee < 


5 
+ FFF 4} OBIE So ** 包 裏 物 と し て 含ま れる も の に 限っ つて 検出 され る 
記号 OF RG キナ + 一 成分 1% 以 上 微量 成分 て オォ 多い (0.1~0.01%) +s 

まま 極微 量 (0.0000n PF) ? HEEL 一 含ま ず 


生 の 和 磁 鉄 鉱 中 より 検出 され た 様 な 元素 は ほとん ど 谷 まな いか 人 と 
is LSS CALDER & BEAGLE OU BREED FAN は 微量 成分 の 分 布 か ら 
ALD CHUL TBR NLEORMI CB ROBERTS 
HABZSLNSZd 


A ore 
hers 


i a ti tl i ee bk he 


oe 
Be: 
3 BABOLALD ae 
ERR UBL EOD EH 3 表 に 示し た 。 9 
Ng A eee 


ナ に 富む 事 が 知ら れる 。 処 が これ と 蛇 級 岩 側 に 隣接 し て 発達 する 滑石 各 で 
Yk. 前 者 と は 逆 に 鉄 及 び ア ルミ ナ を 減じ , 球 酸 は 著しく 増加 する 。 即ち も 両 。 
A eect と 比較 し た 場合 に は 若干 の アル ミナ の 
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第 ,3 KH 蛇 紋 岩 及 び 変 


| 
ke tk OS | re 絞 # | WeatbRescE 
(a) (b) 
wt mol. | wt | mol. - wt. mol. 
SiO, 38.22 | 0.636 | 42.78 | 0.713 55.10 | 0.918 
Al,O, 4:44 | 0.043 ~ = 8:82--} 0-037 1.98 -| 0.010 
TiO, 0.90 . Tes cg 0.00 | 0.000 
nae | 8.60 | 0.054 || 828 | 0.052 \ 261 09 
FeO ) 
_ MnO nd: 4 ek n.d 
MgO 36.48 | 0.912 | 34.90° | 0.873 32.80 | 0.795 
C20 0.60 | 0.011 1.35 0.024 0.41 0.007 
Na,O 
we K,O jtr tr — 
_H,O(+) +CO,| 11.62 9.61 | 5.46 
ts «+ | 100.86 100.74 ~ : 98.36 


HEM BRU EE OWS EPR CAMO RANE & AE EGA OAS 
eee ee ee 
n, の 結果 か ゝ る 変質 岩 の 大 部 分 が 構成 され た 事 を 示す も の で ある 。 
oe A 然し 黒色 片岩 で は 蛇 紋 岩 に 比べ て アル 
a 
Fret & OPE BRILL CBRE LAL CHA L, 両者 の 間 に 成 分 
i rer oe eae on 
帯 の 発達 は 更に 助長 され , ERE Lk OD BLAIMS Ric ko CHER. 
0 en tee DANTE EO % FAG 212 
う 事 が 出来 る 。 即 も 此 等 の 変質 岩 は 蛇 絞 岩 と 片岩 と の 熟 水 作 用 に 甘く 変質 
CAD 整 の 生成 に は 必ず 
し る ゃ 種々 な 物質 を 多量 に 含ん だ 深 液 の 上 昇 を な な く と る も , ee 
BAR 72 BORK ORABHOTH, た ゞ 単に 片岩 及び 蛇 紋 岩 の 化学 成分 
A ate FEA, PH BO ArHOTRS 種々 な 変質 帯 4 
る 事 は 可能 o 紫 事 は 更に 当地 の み に 限 ら ず , 各地 に 発達 する 蛇 紋 岩 
NE SN 
の 消長 より 考察 し た 場合 ほとんど 常に いづ れ の 個所 で も 高温 型 及び 低温 
型 の 区 別 が あつ て る も , 略 々 同様 な 限ら れ た 単純 な 鉱物 の 共生 関係 が み ら れ , 
上 昇 熟 水深 液 の 成分 の 差違 を 物語 A 
t ‘ 


he HK SK SVE S BARABRA | ix VE oe 
2 fhe eS OKRRL 72 BD) _ 
wt. mol. wt. mol. | wt. | mol. 
29.16 0.486 50.00. 0.833 30.51 | 0.£09 
15.92 0.156 7 3.84 0.037 18:70 | 0.183- 
epee a7, 0.019 0.21 - 0.003 0.05 
4.51 | 0.028 |. |s.92 0.052 3.00 . | 0.019 
8.09 0.112 +46 7.20‘ |. 0-100 
0.13 0.001 0.03 0.000 0.10 0.001 
26.32 0.658 2462 | 0.613 27.91 | 0698 
3.28 0.058 8.70 0.155 0:28 | "0.005 
1.08 0.018 ) 
0.14 0.001 a ES et 
10.50 2.33 12.06 | 
100.6 | 98.05 | 99.81 


知る 事 が 出来 る 。 さ て 変質 岩 の 化 学 成分 より , hee eal as CME 
と の 間 に 種 々 の 成分 の 移動 が 行わ れ た 結果 生じ た 事 を 述べ た が , 此 場 合 鉄 
の 変化 は 変質 帯 内 の 鉄 の 可 成 りな 量 が 緑 泥 石 帯 へ 濃 集 され て 居り , これ に 
反 も て 滑石 帯 で は 蛇 絞 岩 に 比べ て 著しく 減少 し て 居る 。 然し 変質 帯 全部 よ 
りみ る と 余り 大 な る 増加 や 減少 な ぐ , 序 つ て 外部 より 加え られ た と 上 選 わ れ 
HAAG dr FEMILA SNM. SA ; 
この 様 な 事実 は , PVE ABCA 7 BERET ZRGOY (LO 
部 又は 大 部 分 が , RAH eTOMOBA Hs ORANRRKDO Bie £ 
る も の で は な いか と いう 磁 鉄 鉱 生 成 の 一 端 を 暗示 する る の と 思わ れる 。 
FL CHR AVE CEU ( 蛇 絞 岩 〕 + 外部 より の 鉄分 な る 機構 で , 
現在 含有 する 鉄 迄 増加 する 交 め に は , 滑石 帯 の 規模 が 如何 程なく て は な ら 


An % 見 掛け の 比率 Total Fe (Fe202)| 1m? | $4 減 | ib 
る = | A . = = . SZ ot 5 
fe ee | 29 | BA whi ey ee | ier) 

滑 右 化 岩 | 28 | 26°). 730. 1764 || 1 

線 泥 石化 岩 | 。 3.0 | 20.69 62.07 | S718 lo 


ぬ が 次 に 算出 し て みた 。 勿論 実際 に は 滑石 帯 以 外 の 変質 帯 よ り も 少な か ら 
如 鉄 が 集め られ て いる が , 此処 で は 一 応 除 外し て いる 。 
即ち 滑 右 化 帯 の みよ り 鉄 示 供 給 さ れ て , BRR, MILES lm を 生 ず 
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る た め に は 滑石 化 帯 が 2m 必要 と な る が , 実際 に は 他 の 帯 よ り る も 供 ト 給 され 
る か ら , WHOM OL OBIS CDR TKD ABEL 
oe nee ある 。 mee enL ie 
上 述 の 如く 此 等 の 磁 鉄 鉄 は , 原 岩 中 に 初生 的 に 含ま れ て いた も の が 緑 泥 
、 石 化 の 際 に 残存 し て 存在 する も の で は な く , PRAOARL BEE RA 
FReEGTSRISHG DCHSZ. MRVEAOLR DIAL BAIL BA 
PNAS ¢ 密接 な 成因 関係 を 有 し , 第 3 図 に 示し た 産 状 や 顕微 鏡 下 に 於 
ける 相互 の 関係 , 及び 化学 組成 等 より 考察 する と , teat rat ORM 
部 に そつ て 上 昇 し 来 つ た 熱 水 変質 作用 の 結果 か ゝ る 変質 帯 の 形成 が 行わ れ , 
AURIS RGR, PULTE MARZ NT VOLE ANS HME MERLE A 
時 に 行わ れ た 磁 鉄 鉱 化 作用 に よ ょ つて ; 此 等 の 磁 鉄 鉄 の 生成 が 行わ れ た も の 
で あぁ ある 。 西 し て 磁 鉄 鉄 化 に 必要 な 鉄 は 他 の 変質 帯 で 除 か れ た て (例え ば 清 右 
化 帯 5 鉄 や , 線 泥 石 化 岩 の 原 岩 中 に 含ま れ て いな た 含 鉄 録 物 ( 磁 鉄 鉄 ,) クロ ー ム 
鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉱 等 ) の 笛 結 晶 作 用 に ょ つて , その 大 部 分 が 構成 され た る も 
の で ある 。 此処 で 興味 深い の は 磁 鉄 鉄 に 伴 つ て , LEX RRR U BRR 
認 む る 事 で , MOS BS CH 0.1~0.5 % Cu 近く に も 達し , 平均 約 
0.05~0:19%Cu 程度 の 銅 分 を 含む 。 こ の 様 な 共生 関係 は 単に 栄 上 産 の も の 
だ け で は なく , ABRAM, 緑 泥 石 中 に も 常に か な りな 黄銅 鉱 の 共生 を 

認め , 磁 鉄 鉄 の 分 析 値 に も 0.259%Cu の 含 鉛 が 報告 り され て いる 。 ~ 
。 此 様 な 鋼 は 熱 水 作用 の 際 に 岩上 細 より 導 か れ た も の 許 り で は な く , 雌 様 な 
塩 若 性 岩 を 交代 し て 生ずる 場合 に は , 源 岩 中 に も か な りな 錦 が 含ま れ て い 
る の で (塩基 性 岩 中 の 平均 値 149g/tCu, K. Rankama : Geochemistry 
1950), 磁 鉄 鉄 を 生じ た 鉄 の 移動 と 共に 緑 泥 石 帯 へ 集め られ (Cut イオ ン 
a Feet 4 ty it 4 avy Bese 0-78KX5 XM Me** 4 324% 0.78K 
XC Cu イオ ン に 近 以 する ) BL, 時 に は 少量 の 黄 鋼 鉄 を 生じ 得る 程 に 
選集 する 事 も る あり 得る で あぁ あら 3。 実 際 に DAKE Riki BaP, 
PRICMVE AIS OH Cis, BLGR 〈 く segregation に 依っ つて 生じ た と 思わ れ 
る 方 解 石 ・ 石 英 緑 泥 石 脈 に 伴 つ て 少量 の 黄 鉛 鉱 及 び 黄 鉄 鉄 を みる 事 が ある 。 
さて 本 邦 結 量 片 岩 中 に も , REICH SIERRA LC ER Sis 
蛇 紋 岩 近 く の 緑 色 片 岩 中 に 緑 泥 石 , 黄 鉄鉱 (及び 磁 硫 鉄 久 ) BEBE SL TR U BEG 
鉄 な る 共生 鉱物 を 主 と す る 含 鋼 硫 化 鉄 鉄 床 の 発達 を 認 む る 事 が 少く な い 。 
この 場合 この 様 に 多量 な 黄 鉄 鉄 ・ 黄 鉛 鉄 及び 磁 鉄 鉄 が , 栄 上 産 磁 鉄 鉄 と 同 
様 な 成因 で , 変質 帯 内 の 成分 の 濃 集 に ょ つて の み で 生じ 得る か 和香 か は 甚だ 
KEI CHASM, 然し も し る も 変質 帯 内 に 多量 な 含 鉄 層 の 存在 が あぁ あり, Brkiz 
1) GRA, BEG; 時 本 鉱物 誌 .(1950) 


Sy OT 
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Be 3 ee HEBEL , 69 


oe ere 硫化 水素 の 不足 な 部 分 (又は stage) 


第 6 表 . BEEING Zi D SHANA: 
Alteration 
done 
Se ricite Sericite gone- 


Actinolite 
Tre molite Tr. Ac. Zone 


| Albite 

~ 4 Chlovite 

| Titanite 
Magnetite 


Pyrite 
| Clinogoisite 


Magnetite 
Chlorite Zone 


Chalcopyrite 
Talc 


Carbonate 


CILRRRe, 他 で は 硫化 鉄 の 生成 が 行わ れ , PB ST BNC IRS 
WBUSA GEL HS. MIC COR KA OMUCRKARORE SE <( SETS 
わけ に は いか な いで あら 3 う 。 

第 6 IIL EB RRSE - MIEB EG RUBRA AK ALNZEARM 
Ofte & AL reo 


| tate Zone 


結 

長崎 県 貞 焼 計 に 於 ける 蛇 引 岩 と 片岩 と の 接触 部 附近 に 発達 する 磁 鉄 鉱 ・ 

BULL, FORK, 銚 物 組成 及び 相互 の 共生 関係 , 並び に 化学 成分 等 
を 検討 し た 結果 , 此 等 の 岩石 は 蛇 紋 岩 と 片岩 と の 接触 部 に そつ て 上 上昇 し 来 
つた 熟 水溶液 の 作用 に よ ょ つて Cl MOWRID BUH EHO. HUT 
磁 鉄 鉄 る この 府 水 作用 の 際 に , 変質 岩 帯 内 部 の 鉄 の 濃 集 を も 相 ま つ て , hk 
泥 大 化 と ほ ゞ 同時 期 に 行わ れ た 磁 鉄 鉄 化 作用 に よ ょ つて 生じ た も の で ある 。 


a at 
本 研究 に 際 し て は 木下 亀城 教授 より 種々 御 指導 を 給 わ り , RRR ARE 
真 その 他 に 関し て 色々 と 御 援 肥 , 御 助 言 を 下さ きい まし た 白水 晴 好 諾 師 , 並 び 
AQMP, 磁 鉄鉱 の 分 析 に は 桂 敬 学士 の 御 好 意 を それ ぞ 
れ か た じ け な くじ し た 。 此処 に 以上 の 方 々 へ 厚く 感 許 の 意 を 表す る 。 な は 本 
研究 費 の 1 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 。 
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Jb Ey SHORE RUBBER (1) 
‘Mafic and ultramafic rocks in the Tak6zu district, 


southwestern Kitakami mountain-land (I). 


Be See (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract: Tak6zu district is a type locality of the Tobigamori 
formation, and its northern part is covered by. the: green rock formation. 
This formation is a complex of schistosed or massive green rocks, slates, 
quartzites, and in. some parts also diabasic sheets. The stratigraphical 
relation between the Tobigamori and the green rock formation is probably 
conformable. A series of mafic and. ultramafic rocks intruded into both 
formations, and their rock masses formed lenticular bodies arranging im 
the direction of N-S and their schistosity is also parallel to their trends. 
Of these rock masses are observed -the following kinds: single bodies of 
serpentine in the eastern half and composite bodies, composed of schistcsed 
meta-gabbro, amphibolite, epidote-amphibolite, pyroxenite, serpentine, and 
diorite in the western half: All these rock masses are thermally 
metamorphosed by the granodiorite exposed to the east. From their field 
relationship. and petrographical features, following conclusions may be 
obtained. 

1. Schistosed meta-gabbro and amphibloite series intruded first, 
and was followed by the intrusion of serpentine-pyroxenite series, and 
diorite series. > 

2. The first group crystallized under stress and was subjected to the 
hydrothermal condition owing to autometamorphism. They belong to: 
the so-called synkinematic intrusion, while the second group formed when 
the stress become weaker. 

3. The age of their intrusion may be between post-Carboniferous and 
pre-Cretaceous and probably corresponds to that of Miyamori ultramafic 


intrusives. 
I 緒 =] 


北上 山地 の 西南 縁 に 位 す る 田 河 津村 附近 は 古く は 野田 氏 り や の 研 究 が あ 
り , BUTI? に 依っ て 詳細 な 研究 が な され て いる 。 LDL BIE 
VBE Clk, その 何れ に る 蛇 紋 岩 等 が 北部 に 分 布 す る 事 ぶ 簡単 に 述べ ら れ 
て いる に 過ぎ な い 。 一 方 北上 山地 の 超 塩 基 性 岩 類 の 研究 は 宮守 附近 に 就 い 
て は 古く は 近藤 氏 や , 近く は 関 氏 や の 詳細 な 研究 が 行わ れ , 基 の 他 早 池 牽 , 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 訂 物 碗 床 学 教 守 


1) 野田 光雄 ; 北上 山地 西部 長坂 附 迄 の 地質 学 的 研究 , 地質 雑 ,41,, 1934 

2) 橘 行 一 ; 北 上 山地 長坂 地域 の 左 ヶ 森 層 群 に 就 い て , HEME, 58, 1952 

3) 近藤 信 興 ; 陸中 管 守 附 近 の 過 塩 基 性 岩 に 就 い て , HEME, 36, 1929 

4) 関 陽 太郎 ; EIEIO RRMA BR OPP, 地質 雑 , 57, 1951; 58, 1952: 
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: Eiger: _ coe eer. 
een Se en RECARO 
超 塩 基 性 岩 類 に 就 い て は , 従来 基 の 分 布 , 産 状 す らち 明らか で な か つた 。 こ 
の 地域 は 南部 と 北部 で 地 折 構造 異 り , 叉 本 岩 類 は 層 位 学 的 に 問題 の 多い 
| 意 ヶ 礎 層 に 接する 等 地質 学 的 な 重要 性 を 持つ て いる の で , 昭和 二 十 電 年 以 
| 来 特に 緑色 岩 類 及び 超 塩 基 性 岩 類 に 就 い て , 野外 の 調査 研究 を 行い 。 出来 
る だ け そ の 地質 学 的 関係 を 確 め る こ Stee Ti 叉 岩石 学 的 に は , ASE 
HES, fabs, ERC ED BO EO BSBRHEIZ 留意 し て 来 た 。 rea 
COR EMS ERHREO TC, る ゝ に 基 の 結果 を 報告 し , 御 批判 を 得 た 
いと 思う 。 倍 この 研究 に 際 し て , 究 急 な 御 指 導 を 頂い た 石井 教授 並び に 御 
批判 を 頂い た 千 藤 , 植田 両 助 教授 , 信 木 教授 に 深く 感謝 の 意 を 表す 。 又 橋 氏 
に は 野外 に 於 て 御 指導 助言 を 項 い た 事 に 対し , 叉 野外 調査 の 一 部 を 一 緒 に 
担当 され た 阿部 喜治 琴 に 厚く 御礼 串 王 げ る 。 人 野 外 調査 に 変ら ざる 好意 を 
ARE NEB, 同 や す の 両 民 双 び 佐 藤 万 蔵 氏 に 心から ら BAL EWS 


Il 地 質 


1. 地質 の 概略 
塩基 性 及び 超 塩 基 性 岩 類 の 分 布 す る 田 河 津村 及び その 以 北 の 地域 は 野田 
MALT E 7 REO REMC, 最近 橋 氏 は これ を 中 倉 統 及 び 唐 梅 館 続 

に 分 け て いる 。 こ れ と 接し て 北方 米 時 村 に 及ぶ 範囲 に 緑色 岩層 が 広く 分 布 
LOS. MID KBMOMMIL PML OVA, BR, US CKAR® oO 
各層 が 順に 堆積 し て いる が , 橋 氏 の 詳細 な 地質 図 が ある の で 竹 略 する 。 L 
"南西 部 に は 基 性 火山 岩 類 が 分 iL, = Als RARE ec kan T, 
変成 作用 を 受け て いる や 。 東部 に は 千春 石英 関 緑 岩 が 南北 に 走り , SUT 
CHRD Fie Sa, 更に 田原 村 を 経て 北 北西 た 巡 び , 米 里村 , 谷内 村 
OME L CWS PHO BAILILMO 4 Ott TEMES” CHS. ALOK 
里村 附近 で は この 東側 に 渡辺 , BHR? の 上 伊 手 層 , 古 歌 葉 層 , reales 
FOE DBR RRC AL, それ 等 は 北部 に 於 て 宮守 超 塩 基 性 岩 類 に 紀 か れ 
て いる 。 HHA SBOMBABAaRE MONS, GEIR 

2 fCBAE - 

本 層 は 野田 氏 に 依り 蛇 紋 岩 類 と し ーー 括 し て 記さ ざれ た も の で , 又 米 里村 に 


1) 浅井 宏 ; 北上 山地 早 池 筆 山 附近 の 岩石 , WAM, 57, 1951 

2) 山田 久夫 ; MAE MAN ZERERVYAV AKT, HEHE, 48, 
1942 

3) 山田 久夫 ; SERRA ORAS 地質 雑 , 46, 1939 

4) 関 陽太 郎 , 前 出 

5) 」 渡辺 万 次 郎 , 黄 春江 ; 岩手 県 江刺 郡 伊 手 附近 の 地質 及び 鉱床 , BA, 28, 1942 
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3 . Fe OR Sa : pas 


et 5 cm , DHRBORS を 結 状 に ts MAREE RUG HLS も 言う べき る も の - 
も 普 く 分 布 する 。 基 の 他 分 布 は 少 い が 粘 板 岩 , RUEBERA COS. BE 
岩 は 黒石 村 白 石沢 , 大 久保 , 田原 村 大 田代 等 に 良く 発達 し , tO XI 
5~10m で 淡 福 色 乃 至 白 色 を 時 し , 貫 状 斑 質 緑色 央 に 伴う 場合 が 多い 。 本 . 
岩層 は 動力 変質 作用 を 受け , 一 部 緑色 片岩 , 緑色 石英 片岩 , FRESOE 
度 結晶 片岩 状 り を な し , 叉 花 周 岩 類 に 接する 東部 で は , 緑色 岩 は 角 図 岩 に , 
Be mE ei BARA Alt, FRERRERH EL AO, 一 部 栃 林 石 を - 
含む も の も ある 。 こ の 様 な 変成 帯 で は 後述 の 角 関 岩 類 と 区別 困難 な 場合 も 
OOo Hin SRE ee PRB RRODRREORMA, KFS, Wee 
CHEN 4Z. KANOB Ba tHE ASR C saussurite (Lat SAE, 
AIR Alte 4A, PBARBOAF IY GB, ZO BEAL Ot, — SOE BS 

2 RARE 右 質 角 関 石 を 生じ て いる 。 EKEROBS 
HALA IA ILO SELES BER C EIR 
WE OHERIC BON COZ LORS, HF 
TP Cs HERE RAT SANE eS BASH. 
め ら れる 。 こ の 岩 大 は 一 見 他 の 緑色 岩 と 著 : 
し く 異 る 様 に 思わ れる が , AARCICH 
が 普通 の 塊状 緑色 岩 に 移 記 し て 居り , この : 
角 関 岩 は 塊状 緑色 岩 が 熟 変成 作用 を 受け た 
部 分 と 思わ れる 。 西側 は 沖積 層 に 蔽 われ で 


不明 で あぁ る が , この 変成 帯 の 方 向 は 略 N 
10°~20°W の 方 向 で ある 。 線 色 岩層 の 層 
; PARE RIS BEV Cla, 橘 氏 も その 分 布 よ り 
Ws A ET RIBO TANCES BOL BR, 渡辺 、 
= 氏 も 同様 な 見 解 を 持つ て いる 。 猿 沢村 山 
F< 湾 附 近 に は , Spirifer vernuli M.” を 


LF BET ZG EOE MOL, 
has ee ok , = PIE RECMILEN SO, © OF 
PHL ZO Pie Cire t ASL, MeL 

¢_s*em いる 関係 が 認め られ , ぞ の 附近 の 緑色 岩 は 

A fice B; @@# C; 蛇 紋 岸 Crinoid stem を 産 す る 約 Im の 粘 板 岸 を 


1) Epidote-amphibole- chlorite rock, Amphibole-chlorite-quartz rock, 
Sericite-albite-quartz rock, Hematite-sericite-quartz rock. 


2) 渡辺 ; 前 出 
3) FARO Wes 
4) ひで CER SN Cu SMBRICE L CAC: 


4h SO RE 


PEL TW So この 様 な 関係 と その 構造 的 関係 (後述 ) より , この 緑色 岩 
層 は 意 ケ ヶ 森 層 の 下位 に 当り , 整合 的 関係 を な し て いる も の と 考え ち れ る 。 
(第 2 図 ) aes ; 

3. 地質 構造 

ASO HEADER CL, 北上 南部 の 全般 的 構造 と し て , 渡辺 氏 は 
“ 讃 次 スプ ー ン を 重ね る 如き 構造 " と 述べ り , RS 南西 部 に 開い た 一 種 


の 和 盆地 状 福 曲 に 属す る も の と し て 模式 図 で 説明 し て いい る“。 筆者 は 緑色 
岩層 の 層 位 的 関係 , 又 塩 基 性 乃至 超 塩 革 性 岩 類 の 剖 入 の 地質 環境 を 確 め る" 


た め , 構造 を 明らか に し た いと 考え , EKCMRABD HME. aA 
どこ れ 等 は 肉眼 的 に 類似 し , Vent SB, i MOK st eC 
ある が , PETZES, 僅か な 岩 相 の 変化 等 に より 確 め られ た 事 を 以下 
簡単 に 述べ る 。 本 地域 の 東部 と 北 部 は 露 出 が 悪い が , 西部 は 比較 的 良く 


SES DMR EN TOS. BART N20°~30°E の 走向 で 基 の ADC 


な は, 塊状 岩 が 30°W O(ACHS,. HOR LMCI 30°~40°E に 傾斜 し 
順次 上 位 層 を 重ね る が , 分 岐 点 附 近 で は undulate し て 居る 様 に 観察 され 
る 。 そ の 上 流 は 更に SO°E Ves LRERENCET SZ, 正法 寺沢 で は 」 走向 
は N10° -20°E で 東 に 40°~50° (BAIL; KARO IR Cit N10°~20° E 
の 走向 で 50°~60°E 12 HAL, BUCO EVE CILMMNLAILAS. BB 
の 意 ヶ 森 層 と 接する 成 岡 田 , 母体 附近 で は 露出 が 悪く , 詳 ち か で な い が , 
走向 が 西 に 偏り , N20°~40°W, 40° NE OffAt, 富士 の 根 山 附 近 の 竜 
ヶ 森 層 と 征 近 い 走 向 を 有する 様 で ある 。 東 部 で は 走向 人 尼 斜 の 測定 が 困難 で 
ある が , BT ARAGMO N3OE, 北沢 の N4O°K, 大 鉢 森 山頂 の 厚い 斑 岩 は 
N40°E を 示し , 北部 に 行く に 従い NLOCE, 更に 藤里 村 , 米 里 村 で は NS 
~NIOW 22% DAMME RL COSRICRD LLNS, BTR CLE 
Rh じ 走 向 , 傾斜 を 有 し て いる 。 bat is Mic Ea A 

変化 を 示す 過ぎ すず , oh i て は 明らか で な い が , AMMO RR 

ees 


1. RABBLE 7 RBMROB CO PROMMCL, BNHLERMO 
構造 を 示し , BAWRBMO—-D EKER 3, 

2. 線 色 岩層 の 一 般 福 曲 軸 の 方 向 は , 南部 の N3O°E £0, 北方 に 向 
い , 順次 NS 更に N10°“W 迄 に 変化 する 弧 状 を 画 き , 中 部 北上 山 
地 の 一 般 方 向 と 平行 に な る 。 ENS MO AHR AIL IEM CII 
TE 


1) 渡辺 万 次 郎 ; 北上 山地 の 火 成 活 動 , aa Se 4 4, 1950. 
2) HetT— > 前 出 


b> aati 
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oe (Sed “he 


a a es 75 


3. 広い 面積 を 占め て 分 布 す る 緑色 岩層 は 、 一 見 類 る 厚 層 の 様 に 見 え 

oi alee eae ah ge 
従っ つて 岩層 は 夫 程 厚く な いも の と 思わ れる 。 

: TT 臣 基 性 及び 超 臣 基 性 岩 類 

1. 分 布 及び 産 其 


本 岩 類 は 格 南 北の方 向 性 を 持つ て 伸長 し た 数 箇 の レ ンズ 状 岩 体 よ りな る 


BAB CH 5. その 分 布 及び 構成 岩石 を 一 括 し て 第 1 表 に 示す 。 


第 1 表 

a = oe oo ee a ee 

大 i — SOAR TSR |" pps Mee, MIRAE 
KK | EN, se | PRR S, AO, RIE AS 
@ | Rane oH SRE RICE DUS,. ReRCH 
正 法 寺 | 黒石 村 正 法寺 weve, DARE 

RBH | ARE res 

Se il. | REL. mE | 蛇 紋 央 

根 木 町 | 田原 料 根 木町 mee 

me = | mes wees 

長 倉山 + SAUL | Ree 

Re | REAR wees 


以上 の 他 , 成 岡 田 , OM IRBA ESE IC HERE OBAMA ENS 上 
の 表 に 未 さ れる 様 に , これ 等 の 岩 体 は 蛇 絞 岩 よ りな る 単 一 岩 体 と , WEB 
及び 変質 表 炉 岩 類 等 より な る 複 成 岩 体 に 大 別 さ れる 。 

次 に これ 等 の 岩 体 の 構造 的 関係 , HRA CORR, KUSHANELO 
関係 に 就 い て 記述 する 。 

A 本 造 的 関係 及び 堆積 岩層 と の 関係 
(1) 塩基 性 岩 体 の 痢 入 方 向 は , 一 般 に 堆積 岩 の 鉛 理 の 方 向 よ の 征 西 に 偏る 
DB, 地層 の 走向 より は 和 理 に 近い 方 向 を な し て いる 。 
(2) 蛇 紋 岩 の 交 入 は 堆積 岩層 の 匂 理 に 沿う 場合 が 多い が , 水井 , 正法 寺沢 
A Bee 

寺沢 , 藤里 村 等 に 於 て は , CNLET SRA 2~3m の 間 , MILA 

ese QB, TrvFAAASEEUTW So HEMAILEO 
接触 部 に 滑石 , 炭酸 塩 鉄 物 を 生じ て いる 。 
(3) 変質 北 炉 岩 と 堆積 岸 と の 直接 する 関係 は 不明 な 場合 が 多い が , 黒石 村 
大 久保 の 東 に て は , 事 理 に 沿い 導入 し , QETROAL CI, それ に 接する 
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線 色 岩 の 緑 泥 石 化 が 認め られ る 。 ; 
a Halon HEFRE D KIZEO Fa 
等 し く , 又 岩 体 の 形 に 支配 され , TR ae 
大 きい (第 3 XD). 

第 3 図 夏山 附近 地質 団 Ce ce 00 

: — HR PRS CW 

(6) 大 師 森 , ASA, BER LEO 
に , 堆積 岩 相 の 境界 部 , ML B7 RIS 
と 緑色 岩層 の 境界 部 に , BAL THOS 
場合 が 多い 。 
(7) 地域 の 西側 (大 鉢 森 以西 ) の 岩 体 
WEEMS, 蛇 紋 岩 等 の 複 成 岩 体 よ 
りな つて いる の に 対し , 東側 の 岩 体 は 
ERC OAD H— Be fKE TRL TW Bo 
(8) MBAR CHa, FEE 
岩 と 蛇 紋 岩 と の 間 に は , BoREBCE 
TAREABRUA BS EREL, FREY 
石 岩 に 直接 する 部 分 に は 赤黒 色 の 蛇 絞 
NL TE 
Bo 

B A AEOBER 
(1) 共に 複 成 岩 体 で あぁ る が が, Kite 
yw. 49 CILREM AO BMS (> KERR 
ae 3 に CL BAMBARA AV, 
: 岩 相 境界 線 K: 走向 Lf (2) 正法 寺沢 に 於 て は , PAR B 
は 蛇 紋 岩 中 に と り 込 まれ た 様 な 産 状 を 示し て いる 。 
(3) AERA CL, 蛇 絞 岩 は 変質 斑 帆 岩 と 他 の 岩 相 の 境 に 痢 入 し て いる 
場合 が 多く , 蛇 紋 岩 体 の 伸長 方 向 は , 片 状 訟 質 夷 炉 岩 の 片 理 の 方 向 に 略 一 
致 じ て いる 。 : : 
(4) 大 師 礎 岩 体 の 北端 で は , KERBCENS FRESE O EES OC BAL TW So 
(5) RAEN SS SBS BC RL, USES AR BE 部 分 
BRAN SABA O B57 RRR EN CU So AERA IS RL~ HORE 
CH OM, HREASEE Gli hhi~ He CHS. BAR Cit, PREA BO 
岩 は 所 に 依っ つて は , BRADZORALSZAGENY FINS Ow Bo 
(6) ANC CIS EE EP: DP ERA AT SABE 1 
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NY 


0 oe . Se \ 
ee “ 
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1 a a / 


ae a 0 Sy oo 


WIL, 更に 蛇 紋 岩 を も 人 笠 つ Cs る oe : 
(7) 蛇 紋 岩 と 変質 夷 福 岩 の 接触 部 に は , PIRES BR Ie AA 
DNS. ae: 
8) 正法 寺 の 東 で は , PRS THIET SHEBUH FAIEL TS 
(9) 正法 寺沢 で は , 蛇 絞 岩 に 囲ま れ て , BEE, 滑石 岩 , 及び 花 賠 岩 等 よ 
りな る 幅 60m 程 の 捕獲 岩 体 が 産 する (第 4 図 ) 。 

: 第 4 正法 寺沢 路線 図 


\ 


a 
= 0 
A: its Bs PRHE C: 緑色 岩 D : 捕 矢 岩 価 

以上 の 分 布 , 産 状 及 び 後 述 の 岩石 学 的 性 質 よ り 本 地域 の 塩基 性 及び 超 塔 
其 性 岩 類 は 大 きく 三 つ の 系 列 1) WREASMS RABE, 2) Ke 
紋 岩 及び 煙 石 角 関 石 岩 類 , 3) BMS aI bn, 各 系 列 は 
和束 に 多く の 岩 相 を 含む 。 

2. 岩石 逮 的 記載 

A. FRESE aRUAK Se 

ERZBMLHOBMEBIS. PROBA PROARMB A ERS 
RARER, Billo AN a: 7 AACR, 北沢 西部 。 FERS LL ARE 
ARS BUR. HOR SCAR a Bei 
a. FREER : ARRAS EA RUA OMAR BHR 
な し た 片 理 構造 FAL, WRICIRPLAL 7 BA AO RRO EL TS 
一 般 に 緑色 角 関 石 及び saussurite (LY ZARELEL L, HORA, 
BA, 少量 の 卑 石 を 含ん で いる 。 角 図 石 は その GO~7% を 占め , BY 


1) BECK ZBROBGR II に 相当 ずる も の と 思わ れる 。 何 こ れ に 類似 し た 産 
状 を 有する も の と し て は , 舟橋 氏 が 石 導 国 幌加内 地方 で 記載 し , RAS CM 
ん で いる も の が ある 。 (舟橋 三男 ; Che Ise ONCE IZ 伴う 特殊 な る 
EEA EUR CT, 地質 雑 , 51 巻 , 607 号 ; 1944.) ; 

2) CORBA E ORM CMRI, その 偏 圧 を 受け 更に 強く 録 物 ( 角 項 ・ 
B) の 配列 し た も の と 考え られ る 。 ; 
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78 oA RER 
HRTEM ROE a 
71805 (夏山 ) 72814 (正法 寺沢 ) 
AAA | 66 76 
a 長石 34 24 


ーー 半 自 形 で 淡 緑 色 , 又は 征 礼 色 を 帯び た 淡 緑 色 を 示し て いる (第 2 表 )。 | 
その 内 部 に 無色 の 単 斜 輝石 を 残す も の も ある 。 千 長石 は 殆 ん ど saussurit 
化し , BIBOBe kD CAMA, RUBRAORSKAICL CED, 
, 角 関 石 が 方 向 性 を 持つ の に 反し , BER CIAORE MinOWDO NS OOM 
4. SUTCRTAMRARUABAL DO RAMIKRAA He HOO CHE 
する も の も ある (第 FH 図 )。 ; 


第 5 MARAE CERN) 


H: #884 S: saussurite H: ae Pl: SEG 

Z: BRA PP: eeaq 
fH EE & FT HE SME ERT LOODY), CNOSRALAH 
CR RABBO 5 1, PAPVAIL/AER OB RARENEOBE £m 
TW Bo 
b. faa : BURROD ORAM RARE SL, FBI, 倖 長石 が 伸 
長 し て 良く 発達 し , MMHG (2V =57~60(+)) を 含む も の も ある (第 8 図 )。 
兵士 沢 で は 種々 の 岩 相 を 示し , FAL RO VOL DMMKOY OSEHOT HE 
(PEM ETS. ANA, 斜 長石 を 主 成分 と し , BH, SWRA, 
WEA, BEG, BIKA & EUR LTS. FAA RLROMED 4 OCI, 
Hats CHAS BAKES EU, BLO) OAR CHAAR IE & RL TV 
Bo 167 RALD % OW HARE CRER OBESE Lo HRAILERLER C 
(LARISA CHO A & SICAL S OMELET Ss, 比較 的 新鮮 で 双 


71 ER 
\ ; ‘ Weir 
cote ool sl et ni hai) 
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SEBO An% は 浸 液 法 に 依る 屈折 率 の 値 よ り 求 め た 。 


F iy = vas > 2 : N 
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3 | ap : 1.661 X.Y. 
os Ba UP fee 74°_|.20° se 
_ 71021 | Ba ae fie «| 1.674 ey Rye 
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oes] MOE AARNE 1.651 || RRR 4 
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11808 | # posers 白雲 母 | 1.663 7.48 
wel | 1.660 X. Pe 
RD PSA op 3 ae Es 73° | 22° WEB 13 
72810 FF Bier © gE | 1.670 2: HR~R 
aa AOE BOT fw | 1661| | 9, oe 3 
22401 | | AKA | 1.676 ae 
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角 関 岩 の 構成 鉄 物 容量 
524906 ( 旋 ヶ 森北 ) 71414 cee 91901 CBRRA)- 
fa FG 67 a ee 48 
Se BG =) 33 28 a 45 
RG ear eS 
BE = : : 
其 の th = 3 4 


HL UCR MAREEAOE NS. Ey Rt CAMO ED て 
FURR LEBERL, 双 上 唱 少 く 絹 雲母 化 を な じ て い る 。 石英 は 倖 長石 と HE 
い 兵 士 沢 の も の に 多く 波動 消 光 を 示し , 叉 一 般 に 含 石英 岩 は 磁 鉄 鉄 を 多く 
含み , AAI BRE BUCHOS. KOUWSEOA SM Mea, Har 
含み , FRC PACRRAOMIRE ET S 3 OW HE DO CERAM AK 
が 発達 する も の も ある 。 一 部 鏡 下 に 小さ な 圧 砕 構造 が 認め られ る 。 (未完 〉 


雑 報 
KIRA (osumilite) < 新 産 出 


きゃ つき NSAF AP 
LAIR AE K MOR TGLE. 含 黒 雲母, ARH ARIAL PORT BROLMIE. 
都城 博士 の 詳細 な 研究 に 依っ て. 新 録 物 大 隅 石 (osumilite) で ある 事 が 判 つ た 。 本 GK 
. 物 の 特徴 は 草 青 石 に 似 た 多 色 隆 を 示す が , SARC. CT, Ag (c=1.410) 
CH), 叉 屈折 率 は ©=1.545~1.547,E=1.549~1.551, 複 屈 析 は どー@=0. 004 で 


DEL, 光学 性 は 一 軸 正 性 で ある (Miyashiro; A, Proc. Japan, Acad: 29, p. 32 
1~323, 1953) 


Cot, は eT 

BRIKD RVR SEU POL UL CLMICOAS SH. Dee Bt ae 
中 , 本 鉱物 が 相当 多量 に 含ま れ て いる こと を 見 出し た の で , こ ゝ に 簡単 に 紹介 する 。 
ARV (3 ERE CARES ASL BASRA, FS BI Ge BEAR aL 
BUBRESARMBE CHOC, ORM B ARE cHth 形 を な し た 0.26x0.08mm 
程度 の , 大 き さ の 美しい 青色 の 銚 物 が あり , この 光学 隆 を 検 す る に 一 軸 正 性 で , 特に 多 
Brae (=F, = 無色 ) CHO, 屈折 率 そ の 他 も る 上記 の 記載 に 似 て いる の で , 
これ を 大 隅 石 と 鏡 下 で 決定 し た (附図 う s 
AS BAI STS ELLA LU BASEL @ PSS VE も 見 られ る が . 玖珠 郡 森 町 の 黒岳 一 MSHS 
We PHONICS 6, これ ら の 詳細 に つい て 上 且 下 研究 中 で ある 。 CEAI—ER J 
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7590, Thucholite の 研究 Bartha- 
uer, G.L., Rules, C.L., Pearce, D. W. 

Thucholite 1i#) 50% © C, 25% 
揮発 性 が ス 及 び U, Mt, Th 等 を 含む 
KELP RAERRORMC, 一 般 に 
uraninite や 長石 等 に 任 つ て ペグ マタ イィ 


ト 中 に 産 す る 。 その 成因 は 未だ 不明 で あ . 


る が , その 産 状 等 か ら 初生 的 の も の と 思 
われ る 。 AFH Ontario の Besner gf 
出 か ら 産 し た uraninite と 共生 し て いる ろ る 
thucholite に つい て , 主 に 化学 成分 の 研究 
を 行 つ た 。 そ の 組成 は 固定 炭素 49.45%, 
揮発 成分 26.42%, 灰分 24.13% で , 揮 
mat H,O, CO,, CH, Ny, CO 
等 で ある 。 灰 分 は SiO, #15, 酸化 稀 土 
19, U,0,53, CaO5, MgO2% 基 の 他 か 
ら 成 る 。 移 土 の 大 部 分 は Ys0』, Yb。05 
で 占め られ , Ce,0,+ThO, は 少く ,0.:45 
% に 過ぎ な い 。 Yb は な .Eu の よう に 二 
価 の 状態 で 存在 し て いる も の と 思わ れ 
2。 (Am. Min., 38, 802~814, 1953) 
[長谷 川 ) 
7591, it sahamalite (Mg,Fe) 
{Ge,La,Nd),(CO,), Jaffe, H. W., 
Meyrowitz, R., Evans, H. T. 
産地 は California }i@ Mountain 
Passo ご の 地方 の 変成 岩 ) TVAV KK 
岩 中 に 脈 状 に 用 胎 す る , 重 品 石 一 ドロ マイ 
ト 質 岩 石 中 に 微細 な 0.01~0.2 mm の 
往 状 結 品 が 存在 する 。 こ の 結晶 を 選別 し 
て 研究 し た と ころ , 此 素 を 含有 し な い 新 
LUBED 炭酸 塩 鉱物 で ある こと が 判明 
和民 た の で 2 イィ イン 2 ンド の 地球 化学 者 
Sahama, Th.G. 氏 に 因 ん で sahamalite 
LADS MAGA BL, 2H 


P21 /a, ay=5.92, b= 16.21, c>=4.63A, A > 


B=106°45’, 光学 的 性 質 . a= 1.679, B= 
1.776, y=1.807, 2V=57°, ZAc=29°, 
Y=b, 比重 4.30. (Am. Min., 38,742~ 
754, 1953) CRAIN 
7592, 新 伴 物 moraesite. Lindberg, 
ML Pecoray WE BarbosamA: 
L. de M. 
先 に 新 鉄 物 frondelite’ と faheyite 
( 抄 7452 参照 ) が 産出 し た , ブラ ジル , 
Minas Gerais の ペグ マタ イト か ら こ の 
新 鉱 物 が 見 出さ れ た 。 1.0x0.05 x 0.02 
mm 程度 の 大 き さ の 白色 針 状 結晶 で , 2 
蘭 中 に 放射 状 乃 至 移 状 の 集合 を し て 産 す 
Bo {109 ,/130} & (131), (131) On 
か らら なり, (130) & (131) PHT So 
MAEATC m か 2/m で ある 。 ‘100}- 
面 に b-, a- MOTORS YD, G = 
1.805, 2V=—65°, «=1.462, B=1.482, 
y£1.490, Z=b, YAc=112 CHSo Ib 
学 分 析 の 結果 か ら 化 学 式 は Beg (PO4) 
(OH) -4H,O と な る 。 単位 格子 恒 数 は 
a)=8.55A, by =36.90, ¢)=7.13, B=97° 
41’,2=126 ©DBMAILT 7 VV OH 
m4 Moraes, L.J.de に 因 ん で 命名 され 
r。 (Am. Min., 38, 1126~1133,1953) 
[横山 〕 
7593, Crestomoreite & riversi- 
deite Taylor, H. F. W. 
カリ ホル = ニャ Riverside County の 
Crestomore DAKE PIZET 4A GR 
HEIR OD Ski O—Falc "SOT crestomore- 
ite, riversideite & 4SG bn 
So ZEIL EO P,O;, SO3, CO。 を 
含む Ca OSIKERB LAA LN CW 
fo CEDIA ORBEIC OW THK XK 
写真 を し ら べた どこ ろ , wilkeite EAT 


t ” 


12_ 


AB hn RE SB 


tobermorite LOMPRe A-OFRE 
Wiz LOTZEILM—O HM Case < 
_wilkeite と tobermorite の 二 種 の 鉱物 
の _sub-microscopical な 混合 体 で ある 
と 思わ れる 。 因 に wilkeite は P の 一 部 
を Si, S CBRL AK BIRO Bi CH 


y, tobermorite は Ca D@7KEERHE 


(Ca,~15Si0,.xH,O, x= 2.5, 1.0, 0.5) 


CHS. (Min. Mag., 30, 155~165, 
1953) (RAID 


7594, 3f #A2 Gey burbankite と 
calkinsite. Pecora, W. T.j Kerr, J. 
H. 

Montana )\} Big Sandy Creek に あ 
DERM, IRM, 硫化 物 か ら な る 鉄 脈 中 
に , 稀 土 類 を 含む 新しい PARMA FE 
見 され た 。 

(1) その 一 つ burbankite は 不 規 則 魂 
状 或 い は 細 脈 と し て ancylite と 共生 す 
る 。 ぶ 方 品 系 に 属し , 灰 黄色 ; HH=3.5, 
G=3.50, 光学 性 は 一 軸 性 負 , w=1.627, 
E=1.615 で あり , 化学 分 析 の 結果 , Q。 
(EONAR ONI Na; Ca, Sr Ba, 
BOREL) 7 ZIGERE Bro LM a= 
10.53 A, co=6.47 C2eRg B13 P63 /mme 
(D4gy\o 単位 格子 中 に 2 信子 含ま れる 8 


(2) 他 の 一 つ calkinsite (i Ze}lajchyc 
Buta, lanthanite, goethite と 共生 する 
RARER CHS. 正方 唱 系 に 属し , H= 
SO Cf aby ad dq, T1220 


1132} Ow LORY, BR {101} で 


> 双 唱 を つく る 。 fo: Wy? Yo=0.934: 0.701 


: 和 5 P2/m2/m2/m に 属す 。 化 学 分 析 交 
ら 一 般 式 は (RE), (COg)3-4H,0 (但し 
RE (shit) CHS. KR ay=9.57A, 
by=12.65, co=8.94 で 補間 群 は P2」 22, 
(D*,)o 単位 格子 中 に 4 分 子 含ま れる 。 
千両 鍼 物 は , U.S. Geol. Surv. の 
Burbank, W. S., Calkins, F.C. mE 
に 因 ん で 命名 され た 。 (Am. Min. 38, 


1169~1183, 1953) OLD 
7595, Manganpyrosmalite & 
friedelite, shallerite =LomyZe 
的 3% Frondel, C., Bauer, L. H. 
Pyrosmalite (Fe,Mn), (Si,O,;) (OH, 
CI)」。 と 同一 構造 を も ち Mn>Fe の 成分 
の も の を 新 に Franklin Furnace か ら み 
出し , manganpyrosmalite と 名 づけ な た 。 
この manganpyrosmalite 及び pyros- 
malite KoOtho sm, BAe friedelite 
(Mn, Fe), (SigQ,;) (OH,Cl),) © schaller- 
ite (Mn,Fe), (Si, As), O,; (OH, Cl), 
等 の 多く の 試料 に つい て X 線 的 研究 を 行 
つた 。 これ 等 は な, 雲母 に 類する [00011 の 
層状 構造 を も 同質 多 像 的 関係 に ある 。 
各々 の 格子 恒 数 を 新 に 次 の 如く 定め た 。 
Pyrosmalite : ay=13.35A, Cae, 
六方 格子 , 2=2, Mn-pyrosmalite: 
13.36A, 7.16, 六方 格子 , z=2。Schaller- 
ite: 13.43 A, 14.3, 六方 格子 z=4。 
Friedelite: 13.4A, 21.43, 姜 面 体格 子 , 


7=6, (Am. Min.,38, 755~760, 
1953) 【 長 谷川 け 


7596, Cryptomorphite & ginorite 
@®—% Hey, M. H., Bannister, F. A. 
1861 年 に How, H. 23a HOP 
に 微小 な 豆 状 包 裏 物 と し て 産 す る Ca,Na 
OMB Skin & cryptomorphite と 命名 
Lito 1944 年 に この X RHR FBV 
ulexite と 異 つ て いる こと が 見 出さ れ , 
X $Y ginorite と いわ れる も の で る も 
priceite で ある も の が 見 つか つた 。 これ 
ら を 再 検討 し , 新た に 化学 分 析 を 行い , 
叉 X 線 粉末 写真 を と つた 所 , cryptomor- 
phite と ginorite は 一 致す る の で, 信 - 
後 ginorite の み を 用 いた い s (Min. 
Mag., 29, 955~959, 1952) CARL: 
7597, GBP ORBKARE Morey, G. M. 
石英 , 長石 等 多く OstaRoK MD 
ら 合 成 さ れ て いる が , その 理論 的 , BA 


: 7 
成因 学 的 の 説明 は 殆ど な され て いな い 。 
閉 考 は この 熱 水 合成 の 基礎 的 理論 を , 石 


英 の 例 に つい て 相 律 学 的 に 説明 し ょ うと _ 


し て いる 。 先ず 熱 水 合成 や 熱 水落 解 度 の 
測定 に 用 いれ る, 温度 , 圧力 の WAC 
る 二 , 三 の 上 装 置 に つい て 解説 し , Ru C# 
考 の 行 つ た 高圧 下 の 過熱 蒸気 中 に 於 ける 
BEOWRE (2000 バー ル ,600°C cH 
大 0.77% ) に 関す る 実験 や , 400°C に 於 は 
る H,0-Na,O-SiO, 三成 分 系 の 共存 する 
ガス と 液 相 の 成分 の 決定 に 関す る 研究 結 
果 等 を 適用 し て , 石英 の 熱 水 合成 を 理論 
的 に 議論 し て いる 。 (Jour. Am. Ceram. 
Soc., 36, 279~285, 1953) 【〔 長 谷川 ) 
BABRUKYS 

7598, BRAS OAR ALER 
Watsons tb: 

British Columbia の 南西 部 に 在 る 
Gold Bridge 西方 で は 巾 2ZROWEG 
岩 脈 が 蛇 紋 岩 中 に 賃 入 し , 岩 脈 の 一 部 は 
BRENCABHEEC, 岩 脈 の 周縁 部 
は 平均 SRO CEL LUCHBAE DH 
る 層 が ある 。 ZOMmRDBILABE 68 %, 
WBA 31%, 特 チ タン 石 1 % Kote 
FA, 石英 か ちら な る が , 岩 脈 の 中 心 部 は 
BRA 77%, BBA 15%, sven 4%, 
BR 3%, AFI VAL, BRAD 5K 
り , 化学 成分 は 中 心 部 か ら 外 部 に 向 つ て 
CaO は 6.32% か ら 26.34 % に 増加 し 
Na,O は 4.93% か ら 9:09%, SiO, は 
57.38% か ら 44.84% に 減少 し て いる 。 
BRABERUENK LOC HHH 
VEG ICBORBIKOBKD 1S EBS 
れる sy 即ち (1) 一 部 変化 し た 曹長 石 岩 に 
於 て は 半 自 形 , EROPRADABAIC 
ょ っ て 不 規 則 に 包囲 され て いる か Lis 56 
AID SNCS. (2) BHELLEO 
透 煙 石 が 存在 する こと を 除い て は HOG 
脈 は その 地方 に 多数 見 られ る RARER 


録 13 


石 岩 や 石英 草 長 石 岩 に 類似 し て いそ ぁ 。 (3) 
GHB 2A SRORB BCE 
CU, 中 心 部 に 於 て は 殆ど 普通 の HERES 
VEZ, MILD AREA MANE 
EAT SHA RCSCA LIER Ca に 
富む 液体 を 生じ , その 液体 に よ ょ つて Ab 
れ た も の と 説明 され る 。 (Am. Min., 38, 
197~206, 1953) "植田 〕 
7599, Idaho 4h] Lemhi County 
の Blackbird MP UuthAIcw't Saw 
分 化 作 用 Roberts, W. A. \ 

本 地方 は 有数 の コバ ルト 一 件 鉄 床 地域 
CHEM, それ ら の 鉱脈 と 異 り SHS 
を 含ま な い 石 英 pod 及び 石英 脈 が 産出 し 
て いる 。 こ れ 等 は 先 寒 武 利和 亜紀 の Yellow 


jacket 層 群 と 呼ば れる 激しく 橋 曲 し た 地 ( 


層 に 存在 する が , その 中 央 部 は 石英 黒雲 
母 片岩 (黒雲 母 帯 に 属す る ), ees A 
PAPI) 等 より な る 。 そ の 周囲 は HE 
CHL CEE, THs, 自 料 岩 が 広く 
分 布 し て 居る 。 こ れ 等 BRA KAO eM 
は 北部 に て Idaho [ABC Baa, 接触 部 
は 更に 熱 変成 を 受け て いる 。 石英 Pod 及 
び 石 英 脈 等 は 次 の 様 な 証拠 即ち , 1) 鉱床 
に 関係 な ぐ 分 布 し , コバ ルト , Ho ee 
まな い 。 2) それ は 単純 な 鉱物 組合 せよ り 
な る 。 3) 母 岩 と 鉱物 学 的 に 類似 し て いる 。 
4) それ 等 の 大 部 分 は 橋 曲 に 於 ける 最小 圧 
と 思わ れる 所 に 存在 する 。5) それ 等 に は 
硬 緑 泥 石 が 残存 し , MiG, doe 
長石 が 存在 する , 等 に 依り 、 石英 一 黒雲 母 
一 柿 橋 石 一 硬 緑 泥 石 片岩 , 及び 石英 一 時 
圭 母 片岩 より 変成 分 化 作 用 に より 生成 さ 
NIzbDEBASLNA EO HHBELT 
LU EE & ZUG AGHEAO 低下 に 
依り 右 英 が 落 液 の 状態 で 移動 し BRL 
た も の と 考え られ る 。 こ の 外 同様 に 変成 
分 化 の 産物 と 思わ れる 石英 - 草 長石 脈 黒 
AREY TH AM TWOSO 
(Econ.Geol.,48,447~ 456, 1953). [ 


at 
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7600, 46°55 Adirondack i Gren- 
ville Rll us> tS DES + SERB 
Engel,A. E.T., Engel, C.G. 
abpg Adirondack の Grenville 統 中 
の 広大 な 片 麻 岩 質 の 変質 堆積 岩 は 変成 岩 
火成岩 より な る Grenville 低地 を 約 35 
PEO AGALIRICHEU CWB 本 地域 片 麻 岩 
UK RAMS AES, 広域 に 豆 る 複 
背 鈴 構造 の 南東 側面 を つく る と #ibn 
Zo FREOWCERE AMA, BE 
か ら な り , 片 麻 岩 自身 の 厚 さ は 約 3009 
で ある 。 最も 変成 度 の 低い 片 麻 岩 は BA 
PERC, 弱い 片 理 を 示し , 石英 , 緑色 
Bee, 灰 曹 長石 か ら 成 り ; Na。O: K,O 
は 約 上 .3: 1 で ある 。 本 岩 は AT Cee 
導入 を 受け , BRS. <7 397 b, 
TIAA Bihar k) BREN, 


それ に 移 化 する 。 か か る 相 に 当る も の に 


Pie BARA RR 3 7274 ト 等 
BELNS BK ma RES, KOR 
石 片 麻 岩 の 花 賠 岩 質 溶液 に よる 変化 は FR 
SSR OHt 2S), HRA (An 分 


減少 , 石英 の 量 を 減少 し , カリ 長石 は 増 " 


AG So LBOBILE MM RAUERE 
_ paragenesis 等 か ら 論 じ で いる BR, 

緑色 黒雲 母 , 灰 草 長石 片 麻 岩 の 比較 的 高 
い NagO 含量 の 原因 を 種々 な 場合 に 就き 
考察 する 。 原 岩 が 堆積 し た 後に 加わ つた 
Zz bid, (1) 変 茂 作用 , ミグ マタ イト 化 , 
花 賠 岩 化 に よる 場合 。 (2) ある 種 の post- 
diagenetic な 過程 に よる 場合 。 又 原 堆 積 
岩 に 固有 な も の で ある な ら ば , (3) grey- 
。 Wacke 様 の 成分 或 は 中 性 の 凝灰岩 に 近い 
も の と し て 堆積 し た 場合 。(4) 原 堆 積 物 
(泥岩 , 砂岩 ) es 
成せ られ た 場合 。(5) 堆積 中 , ROB Mic 
ょ つて 粘土 生 威 物 か ら ソー ダ に 富む 泥岩 
が 出来 る 場合 で ある 。 此 等 の うち 何れ が 
最も 可能 隆 が ある か は 決定 的 で な く , + 


後 の 研究 に よる 。(Bul. Geol. Soc. Am., 


. 64, 1049~1098, 1953) (TH 


7601, カナ 人 ダ オ ン タリ オク Black 
Rock BOP¢* ABE Friedman,G.M. 
同島 の 角 関 岩 は み ミ ング トナ イト , Bh 
Kia, 蛇 紋 岩 及び 少量 の 挫 卓 石 , 磁 鉄 鉄 , 
RIB EDR, 場所 に より 緑 泥 石 が 多 


Dn| 


‘Wo 多分 ゲド ライ ト と 思わ れる 無色 の 角 


関 石 が 林 橋 石 と カミ ング トナ イト と の LB 
1 RUIGRELEO TW So HEAR ERT 
th OSEIDX RANGED CAN Elk Sa 
HA, WA, RAPES, 一 
REECE CERI Bb Lite 
も の で あろ う 。 岩石 の 化学 組成 は ビク ラ 
イト に 近似 し て いる 。 BRST Bw CH 
RAO bn, カミ ング トナ イト 
は 初生 の 史 石 か ら 形 成 され た も の で , 角 
NADER CHO: Mg, Fe イオ 
VIERBAOCRIILS, READ Al 
は 長石 か ら 探 られ た も の で あろ 3 う 。 IRB 
近く の 角 関 岩 は ab ES CR 
は 見 られ な い 。 MRS Fe が 供給 され 
叉 Al が 再 分 配 さ れ た が その 一 部 も る 又 脈 
岩 か ら 供 給 さ れ た る も の で あろ う 。 MEE 
DBD BULA 50.1~62.1%, Aas: 
AB O~15.1%, PERG 9.9~53.0.%, 4s 
Hh 2.2~7.1% REG 29~9.7%, & 

YEA 9~9.9% で ある 。 RoI EY B, 
Cr, Co, Cu, Ga, Pb, Mn, Ni, Ag, Sr, 
Sn, Ti, V, Zn 等 が 微量 成分 と し て 検出 
され た 。 本 岩 の 化 学 組 成 は ビク ライ ト に 
近似 し て いる が , 之 が 原 岩 で は な く , CaQO 
が 約 6% る も 存在 する 故 dunite の 可能 


HE% Zeus -(Am. Jour. SC 251, 
661~673, 1953) (hE 
7602, ペグ マタ イト の 成因 (1,11). 
Jahans, R. H. 


(I) BAGEOMRE RA. ~ グマ タ 
イト に 往々 ユー10 RIRENYNEDKE 
XCHIAVY VINER, N94 
英 , 雲母 類 , BAA, MEAS OM EAM 


THERE RIEL, Zh <7 
タイ トト の 帝 構 造 と 関係 が ある こと を 示し , 
DE Ua Pleat alias 
結 品 化 に よ つ て つぐ られ むる こと を 結論 

NR 


」 向 に 現われ る 累 帯 構造 や 包 裏 物 の 問題 等 


_ 裏 録 物 の 化学 分 析 等 か ら 


か ら 説 明 さ れる 。 
UD) リ シ ッ ツ ム 含 有 「 マ ゲ グマ タ イト の 定量 
分 析 . New Mexico, Mora County に 


ある リ シ ウ ツ ム を 含む ペグ マタ イト の BE 


を 精査 し , 成分 鉱物 の 面積 測定 に より 諸 
gin megametric 分 析 を 行い , BE 
ペグ VIA DO 
全 組 成 を 算出 し た 。 こ の 結果 は Daly の 
写 え た 花 同 岩 の 平 均 値 と 大 差 が な い 。 叉 
この 値 を ペ マグ マタ イト の 各 帯 ご に みる 
と , lepidolite は 晩期 に 一 科 に 拡 が つ た 
残留 液 が 結 品 し て 出来 た の が よく RAS 
れる 。 ! (Am. Min., 38, 563~598, 
1078~1112, 1953) CL 


ーー 


ーー 


Bak S- 


7603, Liberia, Bomi Hill DEBRA 
Fitzhugh, E. F, Jr. 

Bomi Hill の 鉄鉱 石 は 磁 鉄 鉱 及 び 赤 鉄 
BEY 7D, PRICE ARR, LBC 
iron formation が 直接 接 し て いる 。 上 
毅 に は 部 分 的 に 鉱石 と の 間 に 緑 泥 石 化 せ 
る 角 関 石 片 麻 岩 を 有する 。 磁 鉄 鉄 に 富む 
MARU EHH RAPE Clix New Jer- 
sey —Adirondack-Ontario 鉄鉱 帯 の 組 
繊 と 同じ で あぁ あり, BRLMRC Hate 
する iron formation (i Venezuela の 
BREWS. 鉱床 は ma RAORA 
近 の 許 水 落 液 に より 生成 され た と 思 われ 
る 。 鉄 石 は 上 部 で は 固 結 せ る も ; 下部 で 
は 粘着 性 と 共に それ を 減じ , 分 析 で は Fe 
68% 以上 で P,S が 少 い 。 iron formation 
の 石英 と の 薄い 纏 状 の 互層 は 周期 的 な 海 
水中 の 沈 淫 に 基づく 。 


KAO RBA LC 尾根 を 形成 - 
し , GRARO FARIS BD 768s ERR O. 
MOIR E AL, BOA Cit MORE 
で ある が , WRKOR<( ATS CAH 
で は 微粒 と な る 。 し か し , HRA OD - 
/ANURERU VL PREGR AO BERK L ARKO 
比 は , それ 等 の 根源 を な し た と BONS 
粗 鐘 鉄 石 の それ と 同じ で ある 。 GREE 
hed ZAEER iron formation. の 部 分 は | 
カン ガ に より お は ほ われ CES. BAM 
で は 鉄 石 破片 が 礼 鉄 鉄 に より 脇 着 さ れ , 
RGA ILE CH <, Ze 有する 。 
DVYAPORAOBALBAD 5 HSA 
る に つれ 少く な る 。 カン ガ OBR MS _ 
神 鉄 鉄 は 爾 水 に より その 大 部 分 を BAO 
iron formation か ら も たら され な た 。 


(Econ. Geol., 48, 431~436, 1953). 
(HAD 
7604, Jefferson isa eh aon 


f& Forrester, T. D. 

AGRI Montana JN の Prickly Pear 
Creek の 上 流 に 位置 し , COMA aa 
Boulder [kf (GREY aia, 半 花 賠 
B) 及び 第 中 紀 堆 積 物 (泥炭 ; BGR. BR) 
より な り , 鉄 床 は 之 等 と 密接 な BARE 
する 。 即ち 前 記 花 賠 岩 類 中 に 石英 , te K 
Bh, 酸化 マン ガン , 和 硫酸 銅 を 伴 つ た 巾 10 
吐 程度 の 細 脈 群 が 北東 方 向 に 走 つ て お り , 
之 等 の 脈 に 含ま れ て いる 初生 の 硫酸 鋼 が 
酸化 作用 を 受け て 分 解 し , 地表 水 に Laie 
し て 下流 の 第 四 紀 堆積 物 に 自然 銅 と し て 
沈 淫 附 着 し た も の で ある 。 

ZHAO IK, YER, 沼 鉄鉱 , BS e 
化学 分 析 並 に 示 差 熱 分 析 に より 解明 し た 
結果 , 次 の 如き 事実 が 判明 し た 。 既 ち A 
大 銅 堆積 地帯 は 一 般 に 強い 層 元 作用 を 営 
み , その 層 元 剤 の 主 な も の は 沼 鉄鉱 で あ 


SD, これ は 比較 的 多量 の 自然 銅 を 信 み 電 


位 差 は 負 で ある 。 泥炭 は 余り 強い FETCH 
を 示さ な い が , 泥炭 状 水垢 は 有機 的 OB 


拡 16 


6 DK AS a 


es ~ 


| HEL CATERED ERL, 
CMBENSEMALE £7240 AMG 
る 一 部 に 少量 認め られ る が , Zit BRM 
の 酸化 物 と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 37, 
126~135, 1942) [阿部 宏 ] 
7605, Ontario, Mcintyre #WIxé& 
(FSBRERIEESRUBA Smith, F.G. 
SUP Hts t UCRA RE KRU 
ZNEBATSARMEE DUS. SR 
lio OB RBES bE BSE FD 
GEBRUBREELTSBIRCHS0 = 
DSK 5 460 余 の 試料 を 得 , BRAD 
難 起 電力 に よる 方 法 で 生成 温度 を 求め , 
RK, Axe, 鉄 百 雲 石 及び 方 解 石 等 の 
decrepitation の 温度 を し ら べ た 。 前 者 


WEN, 深 さ 又は 脈 に よ つ て その 生成 


温度 を 変化 する 事 な く , 150°C 及び 510° 
C に Ppeak を つく り , 石英 斑 岩 に 近づく 
に つれ 高 ぐ な り , 同 岩 中 で は 内 部 程 高 い 。 
一 方 decrepitation で は その 始ま り 温 度 
は 150°C 及び 350°C 附近 に 集中 する 。 
低温 の も の は 2 次 的 包 裏 物 に よる 様 に 思 
われ だ な だ 。 これ 等 の 実験 結果 か ら 計 算 に よ 
り 次 の 如く な る 2。 
RO Hh AAC kD 生成 温度 
150°C, “507°C 
Decrepitation MYR 148°C, 355°C 
生成 時 の 圧力 の 計算 値 <600bars 
2600bars 
生成 時 の 深き さ の 計算 値 。 <2km, 10km 
FE KAD OU EAL > 75° /km 50.7°/km 
AOI ABNL 9° /km で あり , FE 
BORARRUGRERH 51°C/kmt, 
WAZ Oth AA. LY Aw BEA 
配 で 冷却 し た 。 FABLE eA RR で あ 
ら わ し 数 学 的 に 求め た 所 で は , SG 期間 
は 長期 に わた る 事 を 示し た 。 
高温 の 生成 温度 の 時 は BREE OW 
に お いて 400~630°C の 間 に わ た る が , 
これ より 温度 勾配 は 14°C/100ft LAY 


| 


a+ ic EO OF GK oR BAR 
750 年 , EABRED te 鉄 化 作用 が 始ま 
り 約 3,000 年 続い た 。 (Econ. Geol., 
43, 627~636, 1948) [鈴木 } 
7606, RAR REHI<MTS —= 
の 考察 Skinner, B. T. 

ブラ ジル 産 石英 中 の 液 胞 に つい て MB 
実験 を 行い , その 結果 に つい て 二 三 の & 
味 あ る 考察 を 行 な つ て いる 。 先ず 底面 に 
於 て 切断 し た 試料 (横断 面 27cm x 18cm, 
厚 さ lcm) を 約 2cm 平方 の 120 区 に 
分 割 し , 各区 分 毎 に 厚 さ 1.5mm の 薄 片 
REL, ON eBeeA Lice OC 
bDEAIY OMAR C 加熱 し , 液 
lO be Bite CAB Lio この 場合 
YRENLT WV 2 V—7 oR VES E 用 い 
電位 差 計 で 40.5°C の 精度 で 測定 され , 
YER LAUSD 0.5°C また は 109C DO 
割合 で な され た % 

この 実験 の 結果 包 裏 物 が 液体 で 満 され 
る 時 の 温度 は 74°~126°C 平均 97°C で , 
その うち 約 60% は S80°~102°C の 問 に 
ea in EAH LO RHA (LAB 17 

ヽ 。 若 し 各 包 裏 物 中 の 液体 の 状態 比 容 》 
が * い され た 当時 の 物理 的 条件 を 反映 す 
る も の な ら ば 石英 結 量 の 内 部 と 外側 と で 
は 一 応 の 温度 色 配 ゃ 温 庶 の RDA 
BATH EWS CHV, 特定 の 部 分 で は 
同一 温度 を 示し て も よい と 思わ れる 。 BE 
し この 実験 で は 必ず し も この 様 な 傾向 は 
見 出せ な い 。 上記 の 実験 の 場合 最初 の FE 
培 温 度 と それ を 再度 加熱 し た 時 の その 温 
度 と を 比較 すれ ば , 後者 の 方 が 10°~ 
15°C 高く な る 儲 向 が あり , 実験 中 に 多 
少 の 液体 の 逸 出 が 考え られ る 。 ま た 試料 
を bomb 中 で 600bars 或 は 850bars 
の 水圧 を 加え 夫々 24 hrs. 或 は 60hrs. 
70°C に 加熱 し た 後 , FEHVRBEO Yee 
行 な つ た 結果 水圧 実験 を し な い 場 合 に HE 
UTHER 10°C 内 外 温 庶 の 低下 を みた 。 


ee 
i 4 iit ‘ 
ea oe ee tt 


oe ) iT 


(2Or LARPS. D KOR 
入 を 物語 つて いる 。 
上 記 実 験 の 結果 か ら 液 体 包 裏 物 は これ 
訟 生成 され た 当時 の 状態 を 現在 まで 保つ 
て いる の で は な く , その 後 周 囲 一 外 RO 
| 物理 的 条件 に よ つ て は それ と 平衡 状態 に 
達 す べ く 液 胞 の 変化 即 ち その lineage に 沿 
| う 液 休 の 出入 を 考え る 必要 が ある 。 液体 
包 杏 物 温度 計 の 原理 は 認め る が , そ れ が 和 常 
HEM BOER OEIS も の で は な い 。 - 
(Econ. Geol., 48,541~550,1953)[ 苦 木 】 


ーー ント 


7607, BPARRIC NFS Contin- 
ental framework £7jARE 
Maltory, W. W. . 

continental framework に つい て は 
10 数 年 前 より アカ デミ ッ ク な 問題 と し て 
種々 論 譜 され て いる が 今日 で は 石油 探査 
上 重要 な 問題 と し て 注目 され て いる 。 こ 
れ に 関 預 し て 筆者 は 西部 合衆国 の 内 陸地 
帯 の 古生代 一 中 生 代 の 岩層 を 解析 し 石油 
DER, 貯蔵 の 適 谷 を 論じ て いる 。 内 陸 
CA EE 
グリ 
ユー メキ シコ の 各州 に また が る が 先ず 第 
三 系 を 玲 積 環境 及び 構造 的 運動 か ら 大 局 
Mica TORO? MARK 区 分 する 。 
BIS 1) コル デイ レラ 地 向 斜 の 外 帯 (eu- 
geosynclinal belt) 2) 内 帯 ‘miogeos- 
ynclinal belt) 3) 据 状 地帯 (craton) で 
此 等 の 各地 質 区 に つい て 石油 の WHE 
推論 する と , 1) は 堆積 期間 を 通じ て 地 蒙 
変動 の 激しい 地帯 で 正規 の 堆積 物 に 逐 し 
(ee, 火山 灰 , AR, 硬 砂 岩 , ア ルコ ー 
ズ 秘 央 等 の 岩 柏 的 特徴 を 有 し 石油 の 生成 
及び 財 蔵 に は 不適 当 な 環境 で 石油 の 存在 
は 期待 出来 な い 。2) は 地 計 変動 の 少 い 地 
帯 で 砂岩 , MIRAE, Fa, vi ba, 
蒸発 岩 等 の 油 田地 帯 の 典型 的 な 岩 相 を 示 


し , 西部 合衆国 の oil-pool map を 見 で 
も この 地域 は 特に 石油 の 産出 が 豊富 で あ . 
る 。3) この 地帯 の 古生代 初期 は craton- 
ic facies BVA CF Kv ACARD 6 Hh 
BARA IRE ) SPRAC 1),2) OPRAH 
な 岩 相 で 少く と る も 古生代 初期 は 石油 の 生 
成 に 適する 堆積 隈 境 を 有 有 し て いる が , = 
の 地帯 は 堆積 後 熱 水 変質 作用 が 著しく 
SRE HE) TERE CHRO FES RD LS EE 
し 存在 する と し て る も 極め て 僅か と 思 われ 
る 2。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
37, 2490~2497, 1953) CB}: 
7608, 古 生 tILFAL SHAS 
Anderson, A. L. 1 
Schuchert に より “‘Cascadis’’ と 呼 
ば れ て いた 所 計 ancient borderland の 
古典 的 概念 が Cairnes (1941) koe 
正 さ れ , 共 の 後 多 く の 学 者 の 支持 を 得 た 。. 
古生代 コル デイ レラ 地 向 斜 は 2 DORA 
海盆 一 Pacific trough 及び Rocky Mo--- 
untain trocugh— に 分 けち れる 。 西部 の 
Pacific trough の #A Mt 火山 性 物質: 
LBM kK) 特徴 づけ られ , HOW 
部 に は 所 調 火 山 列 弧 の 存 存 する こと が 
推定 され る 。 近代 に 於 ける その 地質 学 
的 例証 と し て 日 本 拡 島 を 挙げ So 東部 
の Rocky trough (x 
volcanics, Mite, (Ema Awat KE, 
quartzose rock が 大 部 分 で ある 。 Kryn- 
ine に よれ ば quartzose rock は RAG 
石 の 長期 に 豆 る 化学 的 風化 に よる も の で 
あぁ あり, 一般 に 準 平原 夫 域 の 化学 的 風化 産 
物 で ある 。 従 つ て これ ら の 堆積 物 は 東部 
の 大 陸 か ら 来 た も の と 考え られ る 。 上 述 
し た 如く 現在 の 太平 洋 海 賠 或いは 僅か ぞ 
の 西方 に 沿う て 央 山 烈 弧 を 想定 する こと 
に より , SMAAK S TERE 
物 と volcanics の 組合 関係 が 合 理 的 に 説 
明 し 得 ら れる 。(Jour. Geol., 55, 309~ 
342, 1947) (aA) 


Mountain 


~ 


p18 epee BBE DER YAH 


7609, 北部 イタ リー の Po Valley 
の Ripalta ガ ぇ 油田 Fois, V. | 
Ripalta 油田 は 北部 イタ リー の Cremc- 
na 地方 の 北西 部 の Po Valley の 北 ょ より 
: の 中 央 部 に 位置 し , Crema 町 の 5 RH 
に 発達 し て いる 油田 で あり , 西 と 北 は ア 
ルプ ス 山 脈 南 は Appennine 山脈 に と り 
か こま れ た 部 分 で ある 。 こ の 附近 の 地質 
は 第 三 紀 と 第 中 紀 の 地 層 よ ょ より な り , RE 
部 層 は 洛 新 世 よ り 中 新 世 , 鮮新 世 , BE Ke 
世 を 経て 沖 凛 置 迄 大 部 分 の 岩 相 は 頁岩 と 
砂岩 より な る 。 海 成層 の 堆積 は 中 新 世 に 
. よく 発達 し , meee ZO TW So 
構造 は Appennine [lsc yaA ETL 
CES OR ARE EASIER L CEA ER 東 
西 も し く は 東南 方 向 で ある 。 こ の Ripa- 
lta の 構造 は 1941 年 た 地震 探査 の 結果 
発見 され た も の で 1949 年 に 堀 撃 に こよ つ 
て 更に 明 暗 に な つた 。 こ の 第 一 号 は 1590 
HK (5216 feet) の 深 さ に 掘ら れ , 1342 
(4370 feet) 及 び 1545 KEY 1590 3K 


(5088~5216 feet) 127% O BE Hh a 


Bb NT RHA EOC 1 IC 200, 00037 
方 米 の ガス が 採取 され た 。 層 序 より この 
HAOMGHT SUVRILAMBDA Caviaga 
Mt LED Shale 系 と の 境 よ り 下 部 こ 
A 

筆者 は 更 こ 油井 より 層 序 及び 対比 , 構造 
: 等 に ふれ , ガス Ollik FHA Caviaga 層 
及び Ripalta WACO T Hi 単に 記 AR 
LOWS > HED HE, 井戸 の 深き , 
THF¢ DHA, MU LIS! 年 11 月 の 総 ガ ス 
量 が 263,190,000 立方 米 で ある 事 等 を 述 
XN, 将来 の 開発 と し て Messinian 時 代 に 
相当 する 中 新 世 の 深い 所 に ある と 想像 さ 
1S AR WNL A ADBAO 重要 性 を 強 
aL, これ に 関係 し て Ripalta sands の 構 
人 造 と 形態 の 究明 に 言及 し て いる 。 

(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol.; 37, 
654~664, 1953) [阿部 〕 


7610; Rocky Mountains-Great 

Plains {EOL PRARCRKEOS 

相 分 析 Schmitt, G. T. < 
Whyoming, Montana 及び Idaho;- 


南部 Alberta, Saskatchewan, Manit- 


oba; North & South Dakota の 一 部 
に 路 つ て 広大 な 分 布 を 示し て いる 上 中 部 
ACH HE aS Bik Montana 地域 が 
その 基準 の 岩 相 と し て 追跡 され る が , 以 
上 の 広域 に つい て 56 個 の subsurface 
及び surface section, electriclog 並び 
に その 他 の 多く の 地質 資料 に も と づい て 
検討 し た 。 こ れ ら の 地層 は 岩 相 的 に 下位 
より 中 個 の umit 即ち . Piper (下部 に 正 
規 の 海 成 想 及び evaporite が 特徴 的 ), 


"Rierdon (正規 の 海 成 砕 選 岩 想 及 び KR 


岩 が 優勢 的 ), Preuss CARERS As 
特徴 ) 及び Swift (HAL) Bee BS 
と 共に 正規 の 海 成 堆積 想 が 再び BSH) 


_ー に 区 分 され る 。 これら の 地域 の 堆積 岸 は 


Krumbein, Sloss, 及び Dapples (1948 
~1949) の 方 法 に より 3 つの common 
end-member (non-clastics, sand, 
shale) を 以 て 取扱 われ , そ の ratio map 
を それ ぞ れ の unit COW THEE L, iso- 
pach -lithofacies map 及び Ppaleo- 
geologic map に つい て tectonic I UY 
に environment condition を 論 及 し 更 
に 各々 の unit" に お ける RN SHOE 
関係 を 述べ た 。 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol., 37, 355~409, 1953) [加藤 
7611. Green brier BRBO#B Ss 
Hoe SAWge Rittenhouse, G. 

バー ジェ ニア 州 西 部 及び オハ イオ 州 、 ペ 
ン シ ル バニ = ニア 州 の 一 部 に 分 布 発 達 し て い 
る ミ シ シ ツ ピー 紀 の Green brier 累 層 は 
重要 な 油 策 と し て 認め られ て いる 人 が, 著 
者 は Green brier 昧 層 の 精密 な 分 布 , 
ae, 層 位 的 研究 資料 を 基 に し じ て , FER, 
岩石 の 不溶 解 残 査 , BMS OW sz 2 


抄 


t 録 x $19" em. 


2 Green brier /B% ac BAT AL 


. 更に 主要 な 岩 和 で ぁ る 石灰 岩 の 堆積 環境 , 


RAS & し て の 問題 , 古 地理 を 概括 的 に 
論じ て いる 。 Greem brier RRR 
砂 , GUREIRS, 砕 局 構 造 の 殆 ん ど 認 め 
られ な い 細 筆 石灰 岩 と 坪 層 関係 に ある 石 
英 砂 等 か ら な る 一 般 に 砕 局 隆 の 石灰 岩 を 
主体 と し , Lise HERD, 

その 一 部 は 砂 洲 , JE, 砂丘 の 堆積 物 で あ 


る こと を 示 必 で らい る 。 HE AAO HES. 
CL ORJBIED 石 族 岩 か ら - 


PRA, 
採掘 され て で いる が , あと の 半分 は HEM 
ら 20~30 feet に 限ら れ て 連続 的 に 発達 


- し て いる 白雲 岩 乃至 白雲 岩 賀 石灰岩 か ら 


PSN CWS 白雲 岩 は 明らか に 石灰 
岩 を 交代 し て いる が , 岩石 学 的 見 地 か ら 
この 白雲 化 作 用 の 問題 に つい て る も BTS 
窟 を 加え て いる 。 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol., 33, 1704~1730, 1949) 

[島田 3 


7612, @REBBORR (Il) sth 
の 役割 Eitel,W., Hatch,R.A., Denny, 
M. V. 

See (KK。MgeAl2Si6O2oF』) GRO 
素 原 料 と し て 用 いら る べき 多く の Bit 
5 }K,SiF,, MgF,, K,AlF;, K,AlF, 
が 良好 で ある 。 特に K。SiF。 は 製品 の 純 
BE, 反応 度 が 高く , 価格 も 害 寒 の た め 最 
bU4CHS6 ZH MgO,Al,0,,SiO, 
と 加勢 する と 1000°C 以下 で 固 相 反応 を 
行う 。 特に.MgO & K,SiIF, の 如き は 
500° で 反応 を 起す ず 。 BEBO MRICS 
し く 各 成分 を 混合 し た 数 種 の 試料 に つい 
て , 雲母 生成 の 状態 を し ら べ な た 。 最も 良 
好 な 温度 は 密閉 容器 中 で 1900°~1300° 
に 加熱 する 場合 で ある 。 KK。SiF。 と 脱水 
カオ ォ オリン, MgO, SiO, の 混合 試料 は 最 
る も 反応 度 が 高く , 既に 750° で 金 雲母 が 


生成 され る 。 HU MBI kY HHS Ue 
出す る お それ が あり , その 結果 Mg,SiO,- 
MgF, © Mg。SiO』 が 生成 する 2b, FE 
素 の 逸 出 を 防ぐ た め に 密閉 容器 を 用 いた 
0, 無水 の 原料 を 用 い ZENO 注意 が が 
必要 で ある 。 KL, LOA ROBO WIE の : 
た め 容 器 を 破損 する お それ も ある 5 


(Am. Jour. Ceram. Soc., 36, 341~ 
348, 1953) [長谷 川 ) 


7613, ウラ ニ ウ LEIEMOF SKOW 
ge—(I) UO。-ALO;』, (II) UO,-MgO 
Lambertson, W. A., Mueller, M. H. 

近 時 耐火 材料 と し て の U0, の 優秀 な 
性 質 が 着目 され , この 化合 物 に 関す る 多 
く の 研 究 が 行わ れ て いる 。 著者 等 に よる 
UO, & Al,O3, MgO, ZrO,, ThO, & 
系 の 研究 も その 一 つ で ある 。 電気 妨 は タダ 
VI AF VEGURE BV, REPL He 
ガス 中 で 所 定 の 温度 に 熱し , 急冷 法 に よ 
り 生 成 物 を X 線 及び 顕微 鏡 を 用 いて 検 
査 し た 。 (1) UO,-Al,O3 系 に お いて は 
新 化 合 物 や 固溶体 は 存在 し な い 。Al20』 が 
53 と 74mol9%% の と ころ に 共 融 点 1930°C) 
が あり , それ 以上 に 於 いて は 液体 不 混和 
区 域 が 存在 する 。UO。 ORBLE 2878 
+22°C GH, -Al,O, tt 2034+416°C 
CHE BTS. . (I) UO,-MgO 系 に 


: 於 いて る も 新 化 合 物 や 固溶体 は 存在 し な い 


で , MgO 70 へ ~809%。 の と ころ に 共 融 点 
(2100°) が ある 。 MgO. は 高温 で は UO, 
を 多少 酸化 する こと が 確か め ら れ な た 。 
MgO は 2682°" cess S 2, He ガ 
ス や 真空 中 で 2000 Lk bicep eE— 
部 揮発 し た り 解 離す る 。 .. (Am. Jour. 
Ceram. Soc., 36, 329 ~ 331, 332~ 
334, 1953) (長谷 川 ) 
7614, BERROLBRHR EMABR: 
UBESORMBEMDH Mackles, L., 
Hindel, R. .A., Mong, L. E. ; 
試料 は 朝鮮 ,, カナダ, / マ ダ ガス カル 等 


抄 20 。 SER OR RES 


世界 11 SRO HOBECH SZ. 灰分 
CACMRA EMIT VDRVBY, そ 
: OBB LIS 2~11, Na,O+K, O は 0.4 
A 8, CaO +MgO は 0.6~43. 6 mol %, 

で ある 。 分 光 分 析 の 結果 は , 特に 産地 を 
EM SATS EF RBETKOBE BM 


られ な い 。 RE OM KEK 5~27 BCH 


る 。 石黒 自身 の 示 差 熱 分 析 の 結果 , 20°~ 
1000° まで の 間 で は 特に 変化 が 起ち ない 。 
-190°C で N。 gas を 吸収 させ る 方 法 で 
表 画 積 を 測定 し た と ころ , メキ シコ EO 
る の が 例外 的 に 26.5m2/gr の 値 を 示し , 
: 他 は 全て 0.3~4.8m?/gr で ある 。 

(Jour. Am. Ceram. Soc. 36, 266~ 


272, 1953) (RAI 
242 he 
7615, SRBBOWRR (1) MARR 


APF SRRROVE 杉本 久 一 , EE 
英男 , ATMS, 船岡 正男 

TV EAN — ROBB (CaCl, 
140g/1, NaCl 50g/1) & f= #4 (Na, SO,) 
と の 反応 で , AFH, 食塩 を 回 収 
する こと が で きる 。 こ の 石光 は 素 硝子 張 
付け 用 と し て 利用 する た め , SRO 結晶 
は 不向き で , 板 状 或 は 柱状 の 結晶 が BEsk 
され る 。 二 三 の 有 機 酸 及び 結晶 種 の 添加 
KE DAPHAORROVBE し ら べ た 。 


その 結果 , tet oR, コハク 


酸 を 使用 し , 針 状 の 種子 結晶 を 併用 する 
こと に ょ より, 所 要 の 板 状 結 品 を META 
こと が で きる 。 生成 し た 石 泡 の 混 水量 は 


50~60%, 耐 伸 強度 は 20~23kg/cm? 
で ある 。 (旭硝子 研究 報告 , III, 1, 44 
~57, 1953) [長谷 川 } 


7616, Suspension #i-¢ SBRO 
Piwl ws Straumanis, E. E. 
僅か の 試料 で , 簡単 に 正確 な FABE Dl 
定 さ れる 。 AH CME LV HEORRH 
に 試料 の 小片 を 入れ , 温度 を 変化 させ, 


試料 を 完全 に 上 落 吊 さ せる と , 重 液 の 密度 


。 と 試料 の それ と が 一 致し た 訳 で ある 。 = 


の 目的 の た め 長 さ 15cm の 細長 い 管状 の ~ 
HBR BL fro ZORRIAM Sco で 
各 温 度 に 対す る 正確 な 容量 を RD TH Co 
この 比重 援 の 標 線 まで 試料 の NAF LER 
viel, 恒温 水浴 中 に 入れ 温度 を 変化 さ 
せ て , 試料 が 完全 に 懸 遇 す る 温度 を 求め 
る (tio BARE MNTBRER<o tt 
VW DBRE CORRE 先 に 求め て あ 、 
S(Vh)o 次 ぎ に 比 重 泊 を 取出 し その ま 
EPBTS (MM)。 th KKRUVARROR 
ER>DAHORE dtj=M/Vt, CHA 
温度 な の 密度 に 換算 する に は 次 式 に よる 。 
dts=dt, |1+@ (t,-4)'5 ty>t,, @= = 
料 の 膨張 係数 。 純 NaCl RO Si に つ 
いて 試験 し た と ころ , 測定 偏差 は 0.0003 
で NaCl の d。。=2.1638g/cm3 . と 求め 
られ た 。 著者 は 更に , NaCl. の 結 品 構造 に 
関係 し た 問題 を 論じ て いる 。 (Am :Min. 
38, 662~670, 1953) [長谷 川 
7617, ジル コン 等 OMpPRICZENS - 
微量 の 鉛 の 分 光 分 析 約 定量 法 Waring, 
C. L., Worthing, H. 

一 定 の 装置 で , 鉛 の 標準 試料 を 用 い , 線 
濃度 を 比較 する こと に より "微量 の 鉛 を 
定量 する 方 法 を 提案 し た 。 標準 試料 は EE 
酸 中 に 硝酸 鉛 を 加え 蒸発 し 粉末 に し た る も 


OCH So - ARAE 125mg に ,0.1 % 


の Bi を 含む 37.5mg の Na,CO, YE 
QL, 黒鉛 の 電極 を 用 い 電 弧 法 に より 発 
光 さ せる 。 標準 試料 に つい て 同一 の 条件 
で 撮影 し た 乾板 に つい て Pb の 2833.1 
と Bi の 2898.0 の 線 濃 度 の 比 を 求め , 

この 比 と Pb 含有 量 と の 関係 か ふら, ジル 
コン , RAS RICSENS Fb を 0.5 
~1000 ppm の 穫 囲 内 で 知る こと が で き 
る 。 そ の 精度 は 6~10 % の 誤差 を 伴 ふ 
程度 で ある 。 (Am. Min., 38,827~833, 
1953) : (RANI 


& WH 紹介 


@ 石 BI), Il) Fuses RAMCAINCKKPOeKASZORBE 
が 殆 ん ど な か つた が が , ABHILORME MILLE BHRKZIOL#RENS. 1H" 
火成岩 一 般 及び 各論 ” で は 火成岩 の 一 般 的 性 質 (ROS, AXE MR, 分 類 等 ) を 
述べ , Ric ERBARMOMERE あげ て いる 。 火成岩 各論 で は 個々 の 岩石 に つい 
る 定義 の 変 枯 , ROM, 構造 , 産地 等 を 述べ て いる 。 ll 巻 “火成岩 成因 論 ” で 
は 最近 の 岩石 学 上 の 重要 論文 の 要点 を 理解 し 易く 解説 し て ある 。 次 に その 内 容 を 示 
Sol: BRL BH. 2: SOM, 3 : SRRAMAOMEIER, 4 : 主要 造 
BEY, 5 : 岩石 の 分 析 結 果 の 図示 潜 , 6 : 岩石 区 , 7 : ERS, 安山岩 の 結晶 作用 , 
8: QiteR®, 岩 此 後期 の 結晶 作用 , 9 : 特殊 岩石 の 成因 , 10:7cRHORR (4 
: 248 Ei, 昭和 27 年 発行 , I1 Be: 224, 昭和 28 年 発行 , 日 本 録 物 趣味 の 会 , 
定価 各 400 円 ) (TH 

BSsRAtS (1) (1I) (共立 全書 ) 桐山 良一 著 周期 表 に 基 ず く 元 素 及 びそ 
れ 等 の 化合 物 の 構造 と 化学 結合 が 多く の 図表 を 用 いて 簡明 に 説 か れ て いる 。 BIS: 
第 1 編 “序論” に は 周期 律 , 結合 様式 , 共鳴 , 原子 半径 等 が 述べ られ , 第 2 編 に は 
“元素 の 結晶 構造 と 週 期 律 ” と 題し て , 各 元素 の 構造 を 詳 述 し , 第 3 eet 
パツキン グ の 概念 "の 下 k に 金属 の ハロ ゲン 化物 , 酸化 物 , 硫化 物 及 び 合 金 等 が 多く 
の 例 に つい て 説明 され , 第 4 編 に は 結晶 族 群 , 結晶 格子 等 の 対称 の 基礎 知識 が 述べ 
られ て いる 。 BU A: BS 編 “ 配 位 化合 物 ,, の 項目 下 に 結 品 構造 型 の 移行 , 酸素 
is, Beet eee, 結晶 水 等 が まとめ られ , 第 6 編 で 分 子 の 構造 と 題し て 多く の 
化合 物 が あげ られ ,! 最後 の 第 7 編 に は 稀 土 類 と ウラ ン 族 の 元素 と 化合 物 の 構造 が 説 
FRAN CWSo 記載 され た 無機 化合 物 の 種類 は 極め て 多数 で , その 中 に 多く の 鉱物 
Rein, 錠 物 学 を 学ぶ 者 に 参考 に な る で あろ う 。 (1 巻 : 288 HB. 昭和 27 年 発 
行 , 330 円 , Il 巻 : 254 B, 昭和 28 年 発行 , 400 円 , 共立 出版 K.K) 【〔 長 谷川 〕 
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